
検索北島町

5月号’18

平成30年4月1日現在
前月より

男 11，216 －47
女 11，852 －32
計 23，068 －79
世帯 9，543 －13

町民の動き

みみごごととにに咲咲いいたたなながが いい藤藤のの花花

h t t p : / /www . t own . k i t a j ima . l g . j p /

第第885599号号



��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

正

社会福祉法人徳島蒼生福祉会

社会福祉法人徳島蒼生福祉会

社会福祉法人徳島蒼生福祉会

坂井徳子氏

坂井徳子氏

誤

社会福祉法人蒼生福祉会

社会福祉法人蒼生福祉会

社会福祉法人蒼生福祉会

酒井徳子氏

酒井徳子氏

該当箇所

296ページ5行目

296ページ6行目

296ページ8行目

470ページ4行目

472ページ6行目

教育ボランティア募集！

『『
55
日日
でで
55
00
00
00
枚枚
のの
約約
束束
』』

災災
害害
発発
生生
時時
のの
避避
難難
所所
へへ
！！

北
島
町
は
平
成
三
十
年
四
月
三
日

地
震
そ
の
他
に
よ
る
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
避
難
所
に
畳
の
提
供
に
関

す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

町
と
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
全
国

の
五
百
十
四
店
で
つ
く
る
『
5
日
で

5
0
0
0
枚
の
約
束
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
で
、
災
害
発
生
時

に
自
治
体
が
必
要
と
す

る
枚
数
を
確
認
し
、
新

品
の
畳
を
無
償
で
避
難

所
に
届
け
て
頂
け
る
と

い
う
活
動
で
す
。

畳
に
は
、
抗
菌
効
果
、

湿
度
調
整
効
果
、
防
音

効
果
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
等
が
あ
り
、
避
難
所

生
活
の
厳
し
さ
を
少
し

で
も
和
ら
げ
て
も
ら
え

れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

今
後
も
、
災
害
発
生

時
に
役
立
つ
協
定
を
締

結
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

危
機
情
報
管
理
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
七

『北島町史 続編』お詫びと訂正
『北島町史 続編』の記述に誤りがありました。ご迷惑をおかけした関係各位に深くお詫びし、訂正いたし

ます。
『北島町史 続編』正誤表

今後も各種訂正等があった場合、同様に対応させていただきます。
北島町史続編編さん委員会
［お問合せ先］教育委員会 ☎698‒9812

昨
年
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の

ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
開
発
し
て
話
題
に

な
り
、
今
年
二
月
に
は
高
齢
者
と
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
連

会
議
で
講
演
し
た
八
十
二
歳
の
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
若
宮
正
子
さ
ん
。

「
八
十
の
手
習
い
な
ん
て
当
た
り
前

で
す
。」
の
言
葉
ど
お
り
七
十
五
歳

で
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
八
十
一
歳
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
挑
戦
し
高
齢
者
向
け
の
ア
プ
リ
を

作
っ
た
。
何
ご
と
に
も
興
味
を
持
つ

好
奇
心
旺
盛
な
人
で
あ
る
。

又
、
徳
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
九
十

五
歳
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
も
、
京
都

嵯
峨
野
の
寂
庵
で
毎
月
第
三
日
曜
日

に
法
話
が
開
か
れ
、
毎
回
一
〇
〇
人

超
え
の
人
々
が
参
加
し
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
る
そ
う
だ
。
人
生
一
〇
〇

年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
の
活
躍
に

は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。
理
想

的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
健
康

寿
命
だ
け
で
な
く
活
動
寿
命
も
延
ば

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

今
年
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
と
言
う

記
録
的
な
厳
し
い
寒
波
に
襲
わ
れ
た

が
、
今
は
暖
か
い
春
の
陽
気
を
背
中

に
感
じ
て
い
る
。
健
康
寿
命
を
延
ば

せ
る
よ
う
毎
日
一
万
歩
を
め
ざ
し
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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協定を結んだ古川町長（右）とプロジェクト実行委員会四国地区委員長岡村さん

お問合せは
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公 文 書 の 公 開
処 理 の 状 況

不 受 理
0件

非 公 開
0件

部 分 公 開
0件

公 開
5件

請 求

5件

区 分

件 数

人 数
4人
1人

区 分
管内に住所を有する者
実施機関の事務事業に利害関係を有する者

個 人 情 報 の 開 示
処 理 の 状 況

取 り 下 げ
0件

請 求 拒 否
0件

非 開 示
0件

部 分 開 示
0件

開 示
0件

請 求

0件

区 分

件 数

人 数
0人
0人
0人
0人

区 分
本 人

法定代理人
法定代理人以外の代理人

合 計

代 理 人

板野東部消防組合情報公開条例の運用状況
板野東部消防組合情報公開条例（条例第1号）第20条の規定により、平成29年度における同条例の運用状況を次のとお

り公表します。
1 情報公開の状況

※「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求を受理しなかった場合をいいます。

2 公文書公開の請求者別内訳

※同時に複数の方から同一の申請のあったものについては、「1人」として計上しています。

3 不服申し立ての状況 なし

板野東部消防組合個人情報保護条例の運用状況
板野東部消防組合個人情報保護条例（条例第2号）第37条の規定により、平成29年度における同条例の運用状況を次の

とおり公表します。
1 開示請求の処理状況

※1「請求拒否」とは、開示請求に係る個人情報を保有していない等のため、開示の請求書を拒否したものです。
※2「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたものです。

2 開示請求の請求者別内訳

※同時に複数の方から同一の申請があったものについては「1人」として計上しています。
3 個人情報の訂正請求状況 なし
4 個人情報の利用中止請求の状況 なし
5 不服申し立ての状況 なし

登録児童申し込み
近年、3年生以上の預かりのニーズが高まっている為、

試行として4年生の夏期休暇の登録を行います。
安全または施設スペースの関係上、登録申請人数に限り

がございますので選考の上、登録をお待ち頂くことがあり
ます。また、希望する児童館に入れない場合もあります。
申請書は必ず保護者が提出してください。就労証明書に不
備があった場合は受付出来ません。ご協力の程よろしくお
願い致します。
くわしくは各児童館までお問合せください。

【登録申請書配布期間】5月21日㈪～6月15日㈮
【受付期間】6月4日㈪～6月15日㈮
【受付期間】10時～18時30分（時間厳守）
※火曜日のみ13時からの配布・受付となります。

【登録申請書提出先】各児童館
【対象児童】北島町内に居住する小学校4年生の留守家庭
児童（定員80名程度）
※原則、今までに児童館に登録していた児童

【諸 経 費】4，510円（保護者会費、保険代等）

アルバイト職員募集
児童館・児童クラブ等で経験のある者、又は保育に意欲

のある者
【勤務期間】7月23日㈪～8月24日㈮
【勤務時間】平日 7時15分～13時15分（6H）

12時45分～18時45分（6H）
【賃金及び労働条件】同法人の要項による
【年 齢】4月1日現在64歳までの者
【試験方法】口述試験
※試験時刻・場所は応募された方へご連絡させて頂きます。
【応募方法】5月15日㈫～29日㈫までに履歴書を、最寄り

の児童館（中央・東・西・南・北）まで提
出して下さい。（土・日曜日を除く平日午前
10時から午後6時45分まで）

【お問合せ】北島北児童館（金岡・渡邊まで）
☎698‒1385
（北島町北村字壱町四反地18－1）

平平成成3300年年度度 夏夏 期期 休休 暇暇 児児 童童 館館
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まちみらい課（旧生活産業課）
TEL698－9806 FAX698－3642

環境衛生、公害防止、農業委員会、農地利用
消費生活、緑化推進、農業・商工・観光振興
地球温暖化対策

課 長 大西 徹 課長補佐 印藤 勤
主 査 中西 康文 係 長 粟田 友也
主 事 栄 礼司 主 事 徳永 沙智
主 事 品山 実保

清掃センター
TEL698－4052 FAX698－7450

一般廃棄物の収集・運搬、焼却施設の運転管理
容器包装リサイクル法、家電リサイクル法、集積所管理

所 長 片岡 学 所長補佐 金磯 秀樹
主 任 中野 浩 主 任 亀田 卓洋
主 任 浅野 稔 主 任 谷岸 勝吉
主 任 山田 幸生 主 任 髙橋 宏
主 任 矢野 良英 主 任 灰田 憲司
主 任 佐藤 純一 主 任 増田 直人
主 事 栃澤 裕史

建 設 課
TEL698－9808 FAX698－2175

道路・橋梁・河川・公園の建設管理
都市計画、土地開発公社

課 長 藤高 繁利 課長補佐 稲井 知子
主 査 石田 克夫 係 長 生藤 健介
係 長 川村 泰弘 係 長 佐藤 真也

下水道課
TEL698－9818 FAX698－2175

下水道事業、浄化槽

課 長 上野 清志 課長補佐 坪井 孝文
主 査 井上 雅文 係 長 平野奈緒子
主 事 伊月 貴史（徳島県市町村課派遣）

クリーンセンター
TEL698－8691 FAX698－3968

水質及び汚濁の検査、施設運転維持管理
下水処理場維持管理、し尿収集許可業者指導

所 長 中田 浩文

出 納 室
TEL698－9809 FAX698－8494

収入及び支出、現金の出納・管理
現金及び財産の記録保管、決算の調整、指定金融機関

会計管理者
兼 室 長 田島 恵子 主 査 槙内 佳美

水 道 課
TEL698－9810 FAX698－0461

取水、送水、配水計画、水質・浄水場管理、給配水工事、漏水調査

課 長 樫原 達也 主 査 神原 有加
主 査 三好 征治 主 査 髙橋みゆき
係 長 大藤 泰彦 主 任 高井 宏典
主 事 桐井 大智

議会事務局／監査委員事務局
TEL698－9811 FAX698－2176

町議会全般、監査事務

局 長 福井美穂子 書 記 横山真理子

教育委員会事務局
TEL698－9812 FAX698－1121

教育委員会、学校教育、施設整備、就学援助
生涯学習、人権教育、文化財、体育協会、子ども会
スポーツ推進委員会、スポーツ少年団

局 長 尼寺かつ美 局長補佐 佐野 広行
局長補佐 亀井三恵子 主 査 濱川 豪
係 長 小松 真司 係 長 喜田 慎也
主 事 檜 雄介

図書館・創世ホール
TEL698－1100 FAX698－1180

図書・資料保存、貸出、ホール事業の企画実施
施設の利用、管理

館 長 向井久美子 館長補佐 堀 真結子
主 査 山田佳代子 主 事 小川久美子

給食センター
TEL698－2601 FAX698－9696

調理及び配送、洗浄、物資発注、献立作成
栄養指導、調理指導

所 長 藤田 浩章 主 任 富永 弘恵
主 任 新田 尚美 主 任 朝野 亮
主 任 新 裕史 主 任 前田 孝徳
主 任 梅川 健一 主 任 上藤 利博

北島南幼稚園
TEL・FAX698－3573

教諭（主任） 栗本佐知子 教諭（副主任） 森本 敬美
教諭（副主任） 阿部 裕美 教 諭 南條 愛

北島幼稚園
TEL・FAX698－3572

主幹教諭 河島 恵子 教諭（副主任） 浅野 真理
教 諭 勝浦由佳梨 教 諭 福田 悠
教 諭 坂口 菜央

北島北幼稚園
TEL・FAX698－3571

教諭（副主任） 大黒 志乃 教 諭 坂井 千秋
教 諭 伊音 星奈

総務課その他配属の嘱託・臨時職員数109名
（平成30年4月現在）
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町 長 古川 保博
副 町 長 藤本 宏
教 育 長 天羽 俊夫

北島町組織表
平成30年4月1日現在

所属名、電話、事務概要、職名、氏名

総 務 課
TEL698－9801 FAX698－3642

総合計画、財政計画、普通財産管理
議会、職員の任用、服務、広報
国際交流、情報公開、公報委員会

課 長 水野 和代 課長補佐 森本 秀樹
課長補佐 武市 芳美 主 査 三木 玲子
係 長 仁尾 友紀 係 長 松永憲資郎
主 事 伊月万紀子

危機情報管理課
TEL698－9807 FAX698－3642

電算管理、消防防災、交通安全、統計

課 長 村上 茂之 課長補佐 山田謙一郎
係 長 岡田 好弘 係 長 平尾 和之

税 務 課
TEL698－9803 FAX698－8494

町県民税、固定資産税、都市計画税
国民健康保険税、軽自動車税

課 長 森本 明 課長補佐 那須 桂子
主 査 坂東 真美 主 査 松浦 弘典
係 長 弘永 怜也 係 長 大塚かおり
係 長 岡田 慎也 主 事 河野 剛士
主 事 福島 良輔 主 事 三好映理香
係 長 新居 大輔（徳島県後期高齢者医療広域連合派遣）

住 民 課
TEL698－9804 FAX698－8494

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、在留関連事務
人権、選挙、国民年金

課 長 朝野 真紀 課長補佐 廣瀬 晃代
係 長 印藤明日香 係 長 田村浩一郎
主 事 町田 綾 主 事 中川 紗希
主 事 大塚 萌

民生児童課
TEL698－9802 FAX698－8494

社会福祉、民生・児童委員、生活保護、重度医療、
子どもはぐくみ医療等、母子・寡婦福祉、保育所入所

課 長 粟田 洋美 課長補佐 飯坂 桂司
係 長 中村 美菜 係 長 笹田 憲司
係 長 三木 一正 主 事 小綿希実子
主 事 森野あかね 主 事 福田 侑加

保 育 所
TEL698－3858 FAX698－3925

乳幼児の保育・健康管理、乳幼児の給食

所 長 阿木 道代 主 査 原田 佳美
主 査 梶原 里美 主 査 大江 和代
係 長 海川 友子 係 長 藤田真由美
係 長 廣瀬 真希 主 任 多田 勝彦
保 育 士 貞野 幸恵 保 育 士 渡部 美咲
保 育 士 北峯 奈美

保険福祉課
TEL698－9805 FAX698－8494

国民健康保険、老人福祉、介護保険、
介護保険料（第1号被保険者分）、後期高齢者医療

課 長 中谷佐多子 課長補佐 亀田真由美
課長補佐 小山 武夫 主 査 山本 由佳
係 長 山田 和義 主 事 山根奈津美
主 事 元木美菜子

地域包括支援センター
TEL698－8951 FAX697－0517

介護予防事業、高齢者総合相談支援事業、
包括的継続的マネジメント事業

所 長 井住 孝士 主 査 稲井 敏子
社会福祉士 黒田なつみ 保 健 師 武田 真帆

保健相談センター
TEL698－8909 FAX698－8925

母子・成人・精神保健事業、予防接種
生活習慣病予防、栄養指導

所 長 藤田 久美 主 査 瀧口 美紀
主 査 大藤 恵 係 長 村上 明華
保 健 師 扶川 睦美 保 健 師 久米 絢子
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着着
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

北
島
北
幼
稚
園
長
・
小
学
校
長

藤

島

則

之

着着
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

北
島
小
学
校
教
頭

小

竹

義

和

若
葉
が
い
ち
だ
ん
と
爽
や
か
に
感

じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
定
期
異
動
で
、
吉
野
川

市
立
森
山
小
学
校
よ
り
北
島
北
幼
稚

園
・
小
学
校
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し

た
。
七
年
ぶ
り
に
北
島
町
に
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
く
思
う
反

面
、
責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

始
業
式
か
ら
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
生
活
を
し
て
、
温
か
い
保
護
者
や

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
素
晴
ら
し
い
園
・
校
風
を
築

き
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
目
の
前
の
子
ど
も
た

ち
が
社
会
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す

る
時
代
は
、
先
が
見
通
せ
な
い
社
会

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
を
思
い
や
り
、
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て

い
け
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
保
護
者
の
皆
様
や
ご

家
族
、
地
域
の
皆
様
の
思
い
や
ご
期

待
に
お
応
え
で
き
ま
す
よ
う
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
が
心
地

よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
定
期
異
動
で
、
徳
島
県

県
民
環
境
部
男
女
参
画
・
人
権
課
よ

り
教
頭
と
し
て
赴
任
し
て
参
り
ま
し

た
。
北
島
町
で
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
が
、
伝
統
の
あ
る
北
島
小
学
校
で

勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と

と
も
に
精
一
杯
努
力
し
な
け
れ
ば
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

四
月
に
は
、
北
島
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
と
の
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
自
ら
気
が
つ
く
と
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」
な
ど
の
心
の
こ
も
っ
た
挨

拶
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
学
校
生

活
に
お
い
て
も
、
元
気
よ
く
友
達
と

協
力
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
し
な
が

ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
保
護

者
や
地
域
の
方
々
と
も
さ
ら
に
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
が
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
定
期
異
動
に
よ
り
、

阿
南
市
羽
ノ
浦
小
学
校
よ
り
転
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
北
島
北
小
学
校
に
十

年
間
、
北
島
南
小
学
校
に
三
年
間
、

北
島
小
学
校
に
五
年
間
と
、
北
島
町

で
十
八
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
方

方
と
の
す
ば
ら
し
い
出
会
い
が
あ
り
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
頭
と
し
て
再

び
北
島
町
に
赴
任
し
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
大
き
な

喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

三
年
ぶ
り
に
花
い
っ
ぱ
い
の
北
島

小
学
校
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ

て
き
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

最
新
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
エ
ア
コ
ン
の

設
備
が
整
っ
た
教
室
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
一
生
懸
命
、
教
師
の
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
掃
除
の
行

き
届
い
た
廊
下
や
階
段
で
す
れ
違
っ

た
時
は
、「
こ
ん
に
ち
は
。」
と
気
持

ち
の
よ
い
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
す
ば
ら
し
い
伝
統
が
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に

感
動
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
健
や
か

に
成
長
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
と

な
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
緑
の
青
葉
に
す
が
す
が
し
さ
を

感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
毎
朝

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
の
元

気
な
声
が
、
校
舎
に
響
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
定
期
異
動
で
、
県
教

育
委
員
会
よ
り
北
島
北
小
学
校
に
赴

任
し
て
参
り
ま
し
た
。
北
島
町
で
は

初
め
て
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
歴
史

と
伝
統
あ
る
北
島
北
小
学
校
に
勤
務

で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
う

と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
て
お
り
ま
す
。

三
年
ぶ
り
の
学
校
現
場
と
な
り
、

緊
張
し
な
が
ら
迎
え
た
着
任
式
で
は
、

目
を
き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
た
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
と
温
か
い
笑
顔
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
規
律
正
し
く
、

整
然
と
し
た
日
々
の
学
校
生
活
の
中

で
、
仲
間
と
助
け
合
い
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

感
心
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
私
自

身
も
毎
日
刺
激
と
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

北
島
北
小
学
校
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
一
日
も
早
く
子

ど
も
た
ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
よ
う
、
校
長
先
生
、
他
の
職

員
と
力
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

着着
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

北
島
北
小
学
校
教
頭

吉

本

美

香

着着
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

北
島
小
学
校
教
頭

長
谷
川

靖
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転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

前
北
島
北
小
学
校
教
頭

北

村

敬

司

新
緑
の
香
り
が
す
が
す
が
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
度
、北
島
北
小
学
校
か
ら
阿
南
市

平
島
小
学
校
へ
転
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

北
島
北
幼
稚
園
で
は
、
園
児
と
い
っ
し
ょ
に

遊
ぶ
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
素
直
さ
に
触
れ
、

心
が
温
ま
る
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
日
、

花
組
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
園
庭
に
咲
い
て
い
た

花
を
い
た
だ
き
、「
園
長
先
生
！
」
と
、
抱
き

つ
い
て
き
た
と
き
に
は
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

北
島
北
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
規
律
正

し
く
、
進
ん
で
よ
い

こ
と
を
実
行
で
き
る

素
晴
ら
し
い
行
動
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

し
た
。
正
し
い
こ
と

が
当
た
り
前
と
す
る

雰
囲
気
が
学
校
の
中
に
流
れ
て
お
り
、
過
去
か

ら
未
来
へ
と
、
そ
れ
は
「
伝
統
文
化
」
の
ご
と

く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
い

つ
も
自
慢
で
き
る
学
校
で
し
た
。

二
年
間
の
在
任
中
は
、
保
護
者
の
皆
様
や
地

域
の
方
々
に
は
、
本
園
・
校
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
お
礼
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
島
町
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
、
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
、
転
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
緑
が
美
し
く
輝
く
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
こ
の
た
び
の
定
期
異

動
に
よ
り
、
阿
波
市
八
幡
小
学
校
に

転
任
い
た
し
ま
し
た
。
北
島
南
小
学

校
及
び
北
島
北
小
学
校
で
教
頭
と
し

て
三
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
充
実
し
た
教
育
施
設
・
環
境

の
も
と
で
、
素
直
で
明
る
く
、
生
き

生
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
様
方
に
温
か
く

支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
充
実
し

た
勤
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

そ
の
間
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
は
学
校
職
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
共
に
、
地
域
や
保

護
者
の
皆
様
、
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
力
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
任
地
に
お
き
ま
し
て
も
北

島
町
で
の
勤
務
の
経
験
を
生
か
し
、

受
け
た
ご
恩
を
忘
れ
ず
職
務
に
誠
心

誠
意
努
力
す
る
所
存
で
す
。
終
わ
り

に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、

転
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ひ
ょ
う
た
ん
、

あ
い
さ
つ
…
。
温
か
い
地
域
の
方
々
、

明
る
い
子
ど
も
た
ち
、
先
生
方
…
。

北
島
町
で
お
世
話
に
な
っ
た
思
い
出

は
、
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら

二
年
間
、
北
島
小
学
校
に
勤
務
い
た

し
ま
し
た
。
徳
島
市
か
ら
の
勤
務
で

し
た
が
、
北
島
町
の
方
々
に
は
、
本

当
に
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
全
て
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
つ
つ
、
優
し
い
子
ど
も
た
ち
と

共
に
過
ご
し
た
毎
日
で
し
た
。

現
在
勤
め
て
い
る
附
属
小
学
校
の

校
舎
の
三
階
か
ら
は
、
北
島
町
に
あ

る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
看
板

が
見
え
て
い
ま
す
。
同
じ
看
板
を
北

島
小
学
校
か
ら
も
見
て
い
た
こ
と
、

あ
の
看
板
の
少
し
向
こ
う
に
北
島
小

学
校
が
あ
る
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、

そ
し
て
、
北
島
町
で
お
教
え
い
た
だ

い
た
こ
と
を
生
か
し
つ
つ
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島
町

の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
、
転

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
な
春
の
日
ざ
し
に
さ
そ
わ
れ
て
、

木
々
の
芽
が
一
斉
に
ふ
く
ら
む
好
季
節
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
教
職
員

定
期
異
動
に
よ
り
、
北
島
小
学
校
か
ら
藍
住

町
立
藍
住
西
小
学
校
へ
転
任
い
た
し
ま
し
た
。

北
島
小
学
校
で
の
勤
務
は
三
年
間
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
毎
日
を
過
ご
し

つ
つ
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
支
え
て

い
た
だ
き
、
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

北
島
町
や
北

島
小
学
校
、
地

域
や
保
護
者
の

方
々
か
ら
学
ん

だ
多
く
の
こ
と

を
活
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
勤
務
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島
町
や
北
島

小
学
校
の
ご
発
展
と
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
転
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

前
北
島
北
幼
稚
園
長
・
小
学
校
長

前
北
島
小
学
校
教
頭

原

稔

宏

住

田

克

弘

転転
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

前
北
島
小
学
校
教
頭

横

山

武

文
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NNoo..3333

北北
島島
町町
寄寄
贈贈
「「
三三
木木
ガガ
ーー
デデ
ンン

歴歴
史史
資資
料料
館館
」」
資資
料料

第

九

回

展

示

現
在
、
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
一

階
、
ま
ち
か
ど
ミ
ニ

ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
「
石
内
都
が
写
し
た
人
形
浄
瑠

璃
衣
装

2
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
寄
贈
さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃

衣
装
の
内
、
横
浜
美
術
館
に
て
作
品

（
写
真
）
と
な
っ
て
展
示
さ
れ
た
、

衣
装
六
点
を
展
示
致
し
ま
し
た
。
作

品
に
は
な
ら
な
か
っ
た
、
他
の
衣
装

に
つ
い
て
は
、
ま
た
の
機
会
に
展
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
浜
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
作
品

は
、
展
示
に
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た

き

め

写
真
集
、「
肌
理
と
写
真
」
に
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今

回
の
展
示
も
、
衣
装
と
写
真
を
比
べ

な
が
ら
ご
覧
頂
け
る
よ
う
、
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
合
わ
せ

て
展
示
し
て
い
ま
す
。

北
島
の
衣
装
の
写
真
は
、
写
真
集

の
中
の
「
絹
」
シ
リ
ー
ズ
（
四
部
門

で
構
成
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

う
れ
し
い
こ
と
に
、
四
部
門
の
内
最

初
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写

真
集
で
は
、
一
作
品
に
一
ペ
ー
ジ
使

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
北
島
の
衣
装

は
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
収
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
今
回
の
展
示
に
つ
い

て
、
少
し
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
壁
に

掛
け
て
い
る
右
四
つ
の
資
料
と
比
べ

て
、
左
端
の
衣
装
が
一
回
り
小
さ
い

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？
ま

た
、
人
形
を
操
る
た
め
に
背
中
に
開

け
た
穴
は
横
一
文
字
で
す
。
こ
の
二

つ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
衣
装
は
阿
波

人
形
浄
瑠
璃
の
衣
装
で
は
な
く
、
文

楽
の
衣
装
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
の

衣
装
は
、
派
手
に
見
せ
る
た
め
、
天

狗
久
が
木
遇
を
大
き
く
作
っ
た
の
に

合
わ
せ
て
、
衣
装
も
大
き
く
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
背
中
に
開
け
る
穴
も
、

縦
に
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
石
内
氏
の
お
か
げ
で
、

衣
装
の
放
つ
柔
ら
か
い
美
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
、

「
絹
」
は
柔
ら
か
く
繊
細
な
た
め
か
、

傷
み
も
目
立
つ
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
も
ま
た
、「
絹
」
そ
の
も
の
の

一
面
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図
書
館
学
芸
員

原

多
賀
子写真3 「石内都が写した人形浄瑠璃衣装 2」展示

写
真
1

展
示
衣
装
と
写
真
集

の
拡
大（
写
真
3
の
中
央
下
右
）

写
真
2

展
示
衣
装
の
拡
大

（
写
真
3
の
左
端
）
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お
問
合
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

平
成
三
十
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

対
象
の
方
に
は
、
四
月
初
旬
に
、

ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
対

象
の
方
で
、
案
内
が
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

北
島
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
次
の
方

（
た
だ
し
、

過
去
に
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
（
23

価
）
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
一
度

で
も
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、

今
回
の
通
知
が
届
い
て
も
対
象
外
で

す
。）

※
接
種
日
に
お
い
て
、
六
十
〜
六
十

五
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る

方
で
、
接
種
希
望
の
方
は
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
接
種
費
用
無
料
対
象
者
】

生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
は
自

己
負
担
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
請
し
て

証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
で
、

無
料
で
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
申
請
時
に
必
要
な
物

《
接
種
者
本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ
る

場
合
》

①
接
種
者
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
接
種
者
本
人
の
印
鑑

《
接
種
者
と
同
一
世
帯
の
方
が
窓
口

へ
来
ら
れ
る
場
合
》

右
記
の
①
と
②
と
次
の
③
と
④
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
窓
口
来
所
者
本
人
と
確
認
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

④
窓
口
来
所
者
の
印
鑑

《
接
種
者
本
人
も
し
く
は
そ
の
同
一

世
帯
の
方
以
外
が
窓
口
へ
来
ら
れ
る

場
合
》

事
前
に
北
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
自
己
負
担
金
免
除
証
明
書
交
付
申

請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
被
接
種

者
本
人
等
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
前
述
の
①
〜
④
と
あ
わ

せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
申
請
書

は
北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
も
あ
り
ま
す
。）

乳
が
ん
検
診

平
成
三
十
年
度
乳
が
ん
検
診
（
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
）
の
日

程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
日
程

①
六
月
三
十
日
㈯

②
九
月

八
日
㈯

③
十
月
十
三
日
㈯

④
十
一
月
十
七
日
㈯

⑤
平
成
三
十
一
年
二
月
三
日
㈰

●
時
間

八
時
半
〜
十
一
時
半

十
三
時
〜
十
五
時

●
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

●
対
象

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

①
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に

お
生
ま
れ
の
方

②
前
年
度
、
未
受
診
の
方
（
た
だ
し
、

自
己
負
担
無
料
対
象
者
は
、
前
年

度
履
歴
に
関
係
な
く
対
象
と
な
り

ま
す
）

③
検
診
日
当
日
、
北
島
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

●
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
受
診
券（
六
月
中
旬
に
発
送
予
定
）

・
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

・
自
己
負
担
金

千
円

●
ご
予
約
方
法

・
予
約
期
間

五
月
一
日
か
ら
開
始

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

・
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

・
今
年
度
の
無
料
対
象
者
は
、
受
診

券
（
六
月
に
発
送
）
に
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
は
、
ご
予
約
さ
れ
た
方
に
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

5
月
13
日
㈰

北
島
町
中
村
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
9
7
―
3
2
1
3

5
月
20
日
㈰

北
島
町
健
生
き
た
じ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
9
8
―
9
6
2
9

5
月
27
日
㈰

北
島
町

こ
ま
つ
ば
ら
整
形
外
科

☎
6
9
8
―
5
1
0
8

6
月
3
日
㈰

北
島
町
ル
ナ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
9
7
―
2
3
2
2

6
月
10
日
㈰

北
島
町

く
ぼ
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
7
8
―
7
1
4
1

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
病

院
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

板
野
東
部
消
防
本
部
（
☎
6
9

8
―
9
1
1
9
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

平成30年度に、65、70、75、80、85、90、95、100歳
になる方

65歳（昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生）
70歳（昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生）
75歳（昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生）
80歳（昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生）
85歳（昭和8年4月2日～昭和9年4月1日生）
90歳（昭和3年4月2日～昭和4年4月1日生）
95歳（大正12年4月2日～大正13年4月1日生）
100歳（大正7年4月2日～大正8年4月1日生）
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地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
決
ま
り
ま

し
た
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
福
祉
活

動
等
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
一

緒
に
考
え
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
の
度
、
北
島
町
で
は
、
二
名
の

方
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

田
房
大
海
さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
ゆ
う

岡
田
あ
か
ね
さ
ん

地
域
の
会
合
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
際
に
は
、
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

お
問
合
せ（
☎
六
九
八
―
八
九
五
一
）

★「認知症初期集中支援チーム」を地域包括支援センターに設置しています★
認知症初期集中支援チームとは…
認知症の早期診断・早期対応を目的とし、専門医、保健師、社会福祉士などの多職種の医療

と福祉の専門スタッフで構成された専門職のチームです。

認知症の方やその家族から相談を受けたチー
ム員が、自宅を訪問し認知症の程度の把握や
情報提供などを行います。

その後、必要な医療や介護サービスなど支援
の方向性を検討し、各関係機関と連携して必
要な支援を行います。

介護サービスの導入や専門医への受診につな
げ、ケアマネジャー（介護支援専門員）など
への引き継ぎを行い、初期集中支援を終了し
ます。

支援の流れ
①地域包括支援センターへ相談

↓
②初回訪問
（保健師と社会福祉士等の
2人が訪問します）

↓
③チーム員会議
支援の方針の検討

↓
④必要な支援の実施
（かかりつけ医、サポート医からの助
言・指導、支援に向けての連携調整）

↓
⑤ケアマネジャーなどへの引き継ぎと引き継ぎ後のモニタリング

★ 認知症地域支援推進員をご存じですか ★
認知症地域支援推進員は、認知症に対する相談支援や地域でのネットワークづくりを推進するための活動をします。
●認知症の人やその家族の相談支援を行います。
●地域の方を対象に、認知症を理解していただくための活動を行います。
（認知症サポーター養成講座などの認知症に関する講座など）

●認知症の人やその家族が、状況に応じて必要な医療や介護のサービス、認知症カフェや家族会などの活用ができ
るよう、社会資源の整備やつなぐための支援を行います。

認知症地域支援推進員がいる施設
北島町では、町内5施設に認知症地域支援推進員がおり、相談支援等を行います
グループホーム癒音 グループホームえんじゅ 敬愛の家 健祥会ライデン 吉野川荘

���������� ����������みなさんも『認知症サポーター』になりませんか
『認知症サポーター』とは、認知症サポーター養成講座を受け、認知症に対する正しい知識と理解を持ち、できる

範囲での手助けをする人です。その印として『オレンジリング』を持っています。

◆対 象 者：1）北島町にお住まいの方・町内地区組織（老人会・婦人会・自治会など）
2）職域（町内の企業・商工団体） 3）学校（小学校・中学校）

◆講座内容：1）認知症とは 2）認知症の症状 3）認知症の予防 4）認知症の方への接し方
◆料 金 無 料
◆申し込み：地域包括支援センターへ申し込みください。

申し込みの際に、団体名、代表者名、代表者電話番号、実施場所（北島町内のみ）、希望日時、参加予定人数を
お伝えください。

北北
島島
町町
地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

地域福祉コーディネーターの
田房さん（右）と岡田さん

2018．5 町報 （１０）
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音声放送・文字配信内容

①～③を使用して、次の音声が放送されます。
【放送内容】
上りチャイム音
「これは、Jアラートのテストです。」×3回
「こちらは、ぼうさいきたじまちょうです。」
下りチャイム音

④、⑤を使用して、次の文字情報が配信されます。
【配信内容】
件名：国民保護情報
本文：これは、Jアラートのテストです。
※⑤には本文のみが配信されます。

情報伝達手段

①防災行政無線
町内の4か所に設置している防災行政無線の屋外拡
声子局（スピーカー）

②戸別受信機
公共施設、要配慮者利用施設（児童などが利用してい
る施設）に設置している防災行政無線の戸別受信機

③北島町総合庁舎館内放送

④北島町防災・情報メール
登録制のメール配信サービス

⑤文字表示機能付き戸別受信機
聴覚に障がいがある方に貸与している防災行政無線
の戸別受信機

（注）音声放送・文字配信内容については、変更される場合があります。

感震ブレーカー設置に対する補助金を交付します‼
阪神淡路大震災や東日本大震災で発生した火災の約6割が電気に起因する火災であったと言われてい
ます。地震の揺れに伴う電気ストーブ等の発熱器具からの発火や停電復旧後の通電時に破損した水槽の
モーターやコード類、家電器具からの発火が主な原因です。
これらが原因の火災を防止するためには、地震発生時に一定以上の揺れを感知すると自動的に通電を
止める「感震ブレーカー」の設置が有効であるとされています。
地震に伴う出火・延焼の防止を図るため、感震ブレーカーの設置に対する補助金を交付します。

■補助対象者 つぎの条件のいずれかに該当する方
①本町に住宅を所有し、かつ、感震ブレーカー購入時にその住宅に住所を有し、感震ブレーカー
を設置した方

②本町に感震ブレーカーを設置した新築住宅を所有し、かつ、その住宅に住所を有する方
③購入日から1年以内

■補 助 金 額 感震ブレーカー1個あたりの購入及び設置にかかる費用の2分の1の額で、上限5，000円
■申 請 方 法 北島町感震ブレーカー設置補助金交付申請書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添えて北島町

役場危機情報管理課に提出してください。
【必要書類】①購入・設置にかかった金額を証明するもの（領収書の原本等）

②感震ブレーカー設置後の写真
■受 付 期 間 5月21日㈪～平成31年3月29日㈮ ※補助金額が予算額に達し次第、受付を終了します。
※補助金は、1住宅あたり感震ブレーカー1個までが対象で、1世帯1回限りです。

申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできますので、詳しくは下記ご連絡先まで
お問合せください。
なお、お申込み時には印鑑をご用意ください。
お申込み・お問合せ先 危機情報管理課 ☎698‒9807

防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施
地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。
この試験は、全国瞬時警報システム（Jアラート）（※）を用いた試験で、北島町以外の地域でも様々
な手段を用いて情報伝達試験が行われます。
⑴ 試験実施日時 5月16日㈬ 11時ごろ

※今後は、毎年4回（5月・8月・11月・2月）の試験を行う予定です。
これに伴い、昨年10月より実施していた「毎月第4水曜日」の試験は終了します。

⑵ 試験で行う音声放送・文字配信試験

（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星
などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

【お問合せ先】 危機情報管理課 ☎698‒9807

2018．5 町報（１１）
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�������������������������������������������「「平平成成３３００年年度度木木造造住住宅宅耐耐震震診診断断等等・・改改修修受受付付」」
南海トラフを震源とする地震は70～80％の確率で今後30年以内に発生するといわれており、北島町で
も大きな影響（昭和56年以前に建設された木造住宅の7割に倒壊のおそれがある）が予想されております。
みなさんに自分の家の耐震状態を知っていただき、地震被害を少なくするための予防策として、木造
住宅の耐震診断等・改修支援事業をつぎのとおり実施致します。

■受付期間 5月21日㈪～12月21日㈮（ただし先着順で、募集戸数になりしだい終了します）

耐耐震震診診断断支支援援事事業業 募募集集3300戸戸
■対象住宅 次の1～4の全てに該当するもの
1．平成12年5月31日以前に着工された木造住宅
2．在来軸組構法、伝統的構法及び枠組み壁工法で建築されたもの
3．地上3階建てまで（併用住宅・共同住宅・長屋・借家も含む）
4．現在も居住しているもの

■自己負担金 無料

補補強強計計画画支支援援事事業業 募募集集2200戸戸
■対象住宅 次の1～5の全てに該当するもの
1．平成12年5月31日以前に着工された木造住宅
2．在来軸組構法、伝統的構法及び枠組み壁工法で建築されたもの
3．地上3階建てまで（併用住宅・共同住宅・長屋・借家も含む）
4．現在も居住しているもの
5．耐震診断の結果、評点が1．0未満と判定された住宅
■自己負担金 無料

住住ままいいのの安安全全・・安安心心ななリリフフォォーームム支支援援事事業業（（簡簡易易耐耐震震改改修修）） 募募集集1188戸戸
■対象住宅 平成12年5月31日以前に着工された木造住宅で、耐震診断の結果、評点1．0未満と判定されたもの
■補助対象 （必須）高さ1．5m以上の固定されていない家具の固定

①改修前と比較して改修後の評点を向上させる耐震改修工事（0．7以上必須）
②持ち家において、耐震シェルター、耐震ベッドを設置する工事 等

■補 助 金 1棟につき最大100万円 補助対象経費の4／5以下かつ最大40万円＋上乗せ60万円
■耐震改修促進税制 別途要件あり ・所得税の特別控除制度 ・固定資産税の減額措置制度

耐耐震震改改修修支支援援事事業業（（本本格格耐耐震震改改修修）） 募募集集1100戸戸
■対象住宅 平成12年5月31日以前に着工された木造住宅で、耐震診断の結果、評点1．0未満と判定されたもの
■補助対象 （必須）高さ1．5m以上の固定されていない家具の固定、感電ブレーカーの設置工事

①改修後の評点を1．0以上とする耐震改修工事 等
■補 助 金 1棟につき最大110万円 補助対象経費の4／5以下かつ最大110万円
■耐震改修促進税制 別途要件あり ・所得税の特別控除制度 ・固定資産税の減額措置制度

住住替替ええ支支援援事事業業 募募集集55戸戸
■対象住宅 昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅で、耐震診断の結果、評点0．7未満と判定されたもの
■補助対象 現在居住する住宅の全てを除却する工事
■補 助 金 1棟につき最大30万円 補助対象経費の2／5以下かつ最大30万円
各事業のお申込書類は窓口にて配布または町ホームページにてダウンロードできますので、詳しくは下記ご連

絡先までお問合せください。
なお、お申込み時には印鑑をご用意ください。

お申込み・お問合せ先 危機情報管理課 ☎698‒9807

2018．5 町報 （１２）
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ま
ち
み
ら
い
課

あい ひょう

第43回全日本愛瓢会展示会
北島町大会開催

「ひょうたんの町きたじま」を PRするために、庁舎1階や町立図書館・創世ホール2階ギャラリーにおいて
全日本愛瓢（あいひょう）会徳島県支部会員の作品展示会を開催してまいりましたが、この度、全国の支部会員
による作品展示会を北島町で開催することが決定しました。
全日本愛瓢会の会員は、全国46都道府県にまたがり、瓢箪（ひょうたん）の愛好や普及指導、瓢箪文化・芸術

の向上を目指して活動を続けています。
当日の展示会では、素瓢（すび
ょう）・装飾・工芸の3部門に分
けて、全国の会員が丹精を込めた
力作を鑑賞することができます。
多くのご来場をお待ちしています。

【開 催 日】
6月14日㈭ 9時～17時、
6月15日㈮ 9時～15時

【会 場】北島北公園総合
体育館（サンフラワードーム）

【入 場 料】無料

【お問合せ先】まちみらい課
☎698‒9806

ひひ
ょょ
うう
たた
んん
苗苗
・・
ゴゴ
ーー

ヤヤ
苗苗
配配
布布
のの
おお
知知
らら
せせ

ご
家
庭
で
取
組
み
や
す
い
地
球
温

暖
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
つ
る

性
植
物
を
育
て
て
直
射
日
光
を
遮
る

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」が
あ
り
ま
す
。こ

の
取
組
み
の
普
及
と
、「
ひ
ょ
う
た
ん

の
町
き
た
じ
ま
」
を
さ
ら
に
広
め
る

た
め
、ひ
ょ
う
た
ん
苗
・
ゴ
ー
ヤ
苗
を

配
布
し
ま
す
。
な
お
、
一
人
に
つ
き

ひ
ょ
う
た
ん
二
本
・
ゴ
ー
ヤ
二
本
の

二
種
セ
ッ
ト
で
の
配
布
を
予
定
し
て

お
り
、
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

と

き

五
月
十
九
日
㈯

九
時
半

整
理
券
配
布

十
時

苗
の
受
け
渡
し

（
な
お
、
十
時
ま
で
に
整
理
券
の
配

布
が
終
了
し
た
場
合
は
、
予
定
を
早

め
て
苗
の
受
け
渡
し
を
開
始
し
ま
す
）

と
こ
ろ

総
合
庁
舎
西
側
車
庫

北
島
北
小
学
校
玄
関
前

北
島
南
小
学
校
玄
関
前

配
布
対
象

北
島
町
内
に
お
住
ま
い

の
方

●
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、「
緑

の
カ
ー
テ
ン
取
り
組
み
体
験
談
」
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
景

品
も
贈
ら
れ
ま
す
の
で
、
自
慢
の

ゴ
ー
ヤ
や
ひ
ょ
う
た
ん
な
ど
を
育
て

て
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
ま
ち
み
ら
い
課
（
☎
六

九
八
―
九
八
〇
六
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

平平成成３３００年年度度

緑緑のの募募金金ににごご協協力力ををおお願願いいししまますす

「緑の募金」は緑の募金法に基づき、皆様のご厚
意により集められる寄付金で、誰もが参加できる身
近なボランティア活動です。
この寄付金は、地域の緑化活動や学校の環境緑化

などに活用されています。
本町では、以下のとおり募金活動を実施いたしま

すので皆様のご協力をお待ちしております。

・募金期間 5月10日㈭～5月31日㈭
・受付時間 8時半～17時15分（土日祝を除く）
・受付窓口 北島町総合庁舎2階 まちみらい課
※募金額は自由です。
お問合せ先 まちみらい課 ☎698‒9806

2018．5 町報（１３）



い
ぬ
ね
こ
掲
示
板

5
月
の
お
知
ら
せ

今
月
の
納
税

五
月
は
、
固
定
資
産
税
（
一
期
）

及
び
軽
自
動
車
税
（
一
期
）
の
納
期

で
す
。
納
税
通
知
書
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

納
期
限

五
月
三
十
一
日
㈭

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前

日
ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

税
務
課
（
☎
六
九
八
―
九
八
〇
三
）

おお
知知
らら
せせ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

①
身
体
障
が
い
者
等
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
、
あ
る
い
は
②
身
体
障
が

い
者
等
が
利
用
す
る
た
め
の
構
造
と

な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
の
納
税
義
務

者
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
の
と
お
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前
年

度
に
北
島
町
で
減
免
を
受
け
た
方
に

は
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
と
合

わ
せ
て
減
免
申
請
書
等
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
障
が
い
の
程
度
、
種
類
に

よ
り
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
税
務
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
減
免
の
申
請
に
つ
い
て
（
減
免
の

対
象
車
両
は
普
通
自
動
車
を
含
め
て

い
ず
れ
か
一
台
）

【
申
請
期
日
】
五
月
二
十
四
日
㈭

※
期
限
厳
守

【
申
請
場
所
】
北
島
町
税
務
課

☎
六
九
八
―
九
八
〇
三

【
必
要
な
も
の
】

前
記
①
及
び
②
共
通

・
平
成
三
十
年
度
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
、
印
鑑

前
記
①
に
よ
る
申
請

・
車
検
証
、
障
が
い
者
手
帳
、
本
人

ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
方
の
運

転
免
許
証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
、

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

前
記
②
に
よ
る
申
請

・
車
両
の
構
造
の
記
載
の
あ
る
車
検

証
（
な
け
れ
ば
構
造
の
わ
か
る
書

類
や
写
真
な
ど
）、
申
請
書
へ
の

法
人
番
号
の
記
載

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
制
度

に
つ
い
て
は
、
東
部
県
税
局
自
動

車
税
庁
舎
（
☎
六
四
一
―
二
三
二

三
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
活
動
支
援
費

（
日
赤
社
費
）及
び
社
協
会
費

へ
の
ご
協
力
を
！

毎
年
五
、
六
月
に
婦
人
会
役
員
、

民
生
委
員
、
自
治
会
役
員
、
衛
生
組

合
役
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
各
ご
家
庭
に
日
赤
社
費
及
び
社

協
会
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

日
赤
社
費
は
、
災
害
救
護
活
動
・

命
を
守
る
赤
十
字
講
習
会
・
海
外
救

援
活
動
・
社
会
福
祉
活
動
・
医
療
活

動
・
献
血
活
動
な
ど
に
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

社
協
会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
自
主
財
源
と
し
て
、
社
協
啓
発
事

業
・
地
域
福
祉
推
進
事
業
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
に
使
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募

集

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集
‼

大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
者
へ

の
支
援
活
動
を
行
う
た
め
、
町
内
に

居
住
ま
た
は
、
勤
務
す
る
方
並
び
に

団
体
を
対
象
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

会
員
登
録
を
ご
希
望
の
方
は
電
話
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
会
員
登
録
を
さ
れ
た
方
に
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
等
の
案

内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
合
せ
・
申
込
み
■

社
会
福
祉
法
人

北
島
町
社
会
福

祉
協
議
会

☎
六
九
八
―
八
九
一
〇

�
六
九
八
―
八
九
二
一

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
募
集

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を

対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

募
集
訓
練
科

■
六
か
月
コ
ー
ス

〔
訓
練
期
間：

七
月
二
日
㈪
〜

十
二
月
二
十
六
日
㈬
〕

・
電
気
設
備
技
術
科

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

■
七
か
月
コ
ー
ス

〔
訓
練
期
間：

七
月
二
日
㈪
〜

平
成
三
十
一
年
一
月
三
十
一
日
㈭
〕

六
か
月
コ
ー
ス
の
前
に
一
か
月
の

導
入
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

・
住
環
境
計
画
科

対
象
者

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な
ど

（
選
考
あ
り
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必
要
）

募
集
期
間

五
月
一
日
㈫
〜
六
月
四
日
㈪

お
問
合
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

☎
六
五
四
―
五
一
〇
二
ま
で
。（
土

日
祝
を
除
く
、平
日
九
時
〜
十
七
時
）

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証

取
得
を
支
援
し
ま
す

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、
事
業
活

動
の
中
で
二
酸
化
炭
素
や
廃
棄
物
の

排
出
削
減
な
ど
、
環
境
へ
の
取
組
み

を
進
め
る
た
め
の
手
順
を
定
め
た
中

小
事
業
者
向
け
の
環
境
経
営
シ
ス
テ

ム
で
、経
費
の
削
減
・
生
産
性
の
向
上

が
期
待
で
き
、
金
融
機
関
な
ど
の
優

遇
措
置
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
北
島
町
が
参
加
し
て
い

る
徳
島
東
部
定
住
自
立
圏
推
進
協
議

会
で
は
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認

証
取
得
を
目
指
す
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
申
請
作
業
の
解
説
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
無
料
セ
ミ
ナ
ー
（
計

五
回
）
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
認
証
取
得
を
目
指
し
、
環
境
経
営

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
】
町
内
の
事
業
者
・
団
体
等

【
申
込
期
限
】
七
月
二
十
日
㈮
ま
で

▼
事
前
説
明
会
を
開
催

認
証
取
得
を
検
討
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
概
要

や
支
援
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
と
き
】
六
月
十
八
日
㈪

十
四
時
〜
十
六
時

【
場
所
】
徳
島
市
役
所
十
一
階

一
一
〇
一
会
議
室

【
定
員
】
二
十
人
（
先
着
順
）

【
申
込
方
法
】
六
月
一
日
㈮
ま
で
に
、

会
社
名
と
参
加
者
名
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先：

徳
島

東
部
定
住
自
立
圏
推
進
協
議
会

環
境
担
当
者
部
会
事
務
局
（
徳
島

市
環
境
保
全
課
内
）

☎
六
二
一
―
五
二
一
三

�
六
二
一
―
五
二
一
〇

E-M
ail:kankyo_hozen@

city
-tokushim

a.i-tokushim
a.jp

バ
ン
ビ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ

ドド

ムム
））
だだ
よよ
りり
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�����������

◎
行
事
予
定
（
5
月
・
6
月
）

★
5
月
13
日

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
5
月
19
日

自
治
労
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

★
5
月
20
日

第
28
回
北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
少

年
剣
道
大
会

★
5
月
27
日

北
島
町
卓
球
大
会

★
6
月
1
日
〜
4
日

徳
島
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

★
6
月
14
日
・
15
日

第
43
回
全
日
本
愛
瓢
会
展
示
会

北

島
大
会

★
6
月
24
日

第
65
回
徳
島
県
総
合
選
手
権
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
6
月
30
日

北
島
町
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

総
会
及
び
春
期
大
会

期
日

4
月
2
日
㈪

参
加
数
38
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

「
総
会
」

役
員
一
部
変
更

理
事

中
村
北

山
田

栄
子

「
春
期
大
会
」

優

勝

小
林

豊
子

27
打

準
優
勝

勢
井

梅
吉

32
打

第
3
位

宮
本

壽

32
打

第
4
位

土
岐

淼
五

36
打

第
5
位

三
木

栄
子

37
打

いい
きき
いい
きき
110000
歳歳
体体
操操
教教
室室

ググ
ルル
ーー
ププ
募募
集集
のの
ごご
案案
内内

〜〜
週週
11
〜〜
22
回回
程程
度度
でで
筋筋
力力
向向
上上
をを
目目
指指
しし
まま
しし
ょょ
うう
〜〜

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
何
歳
か
ら

始
め
て
も
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

「
い
き
い
き
100
歳
体
操
」
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
み
な
が
ら
、
大
半
を
椅
子
に
腰
掛

け
た
状
態
で
行
う
40
分
程
度
の
簡
単

な
筋
力
向
上
体
操
で
す
。
高
知
市
で

発
祥
以
来
、
そ
の
効
果
の
高
さ
と
手

軽
さ
か
ら
全
国
に
体
操
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
徳
島
県
で
は
、
徳
島

県
理
学
療
法
士
会
が
中
心
と
な
り
、

改
良
を
し
た
体
操
を
県
下
で
普
及
し

て
い
ま
す
。

体体
操操
教教
室室
をを
始始
めめ
るる

たた
めめ
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
条条
件件

①

週
1
回
以
上
、
集
ま
っ
て
体
操

を
す
る
3
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

②

体
操
会
場
が
あ
る
こ
と
（
体
操

が
可
能
な
場
所
で
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
結
構
で
す
）

③

体
操
に
必
要
な
物
品
（
人
数
分

の
イ
ス
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

テ
レ
ビ
、
必
要
に
応
じ
て
お
も
り

が
調
達
で
き
る
こ
と
）

初
回
か
ら
3
回
目
ま
で
は
体
操
教

室
に
職
員
が
出
向
き
、
体
力
測
定
や

正
し
い
体
操
方
法
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ

北
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
6
9
8
―
8
9
5
1

月
例
大
会
に
お
い
て
、
久
し
ぶ

り
に
岡
部
さ
ん
が
ベ
ス
グ
ロ
優

勝
に
輝
い
た
。
県
外
大
会
で
は
、

福
永
さ
ん
が
準
優
勝
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

3
・
24

三
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

32
名

優
勝

岡
部

文
子
・
三
輪

富
子

二
位

井
出

輝
久
・
横
田

弘

三
位

坂
林

勇
・
福
永

栄
子

716584

545962

4
・
7

四
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

40
名

優
勝

岡
部

文
子

二
位

岡
部

一
紀

三
位

下
川

利
雄

ベ
ス
グ
ロ

岡
部

文
子

7710310477

737373

4
・
8

第
十
三
回
瀬
戸
大
橋
カ
ッ
プ
大
会

場
所

瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
公
認
コ
ー
ス

130
名

男
子
シ
ニ
ア

二
位

福
永

嘉
春

74

北
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
加
入
拡
大
を
目
指
し
て

会
長
杯
大
会
開
く

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

主
催
・
会
場

3
・
24

北
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
杯
大

会

5
・
25

親
睦
交
流

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
央
コ
ー
ト

4
・
1

北
島
町
総
会
と
新
年
度
4
月
大
会

3
・
15

〃

北
島
協
会

中
央
コ
ー
ト

4
・
3

徳
島
・
香
川
・
親
善
交
流
4
月
大
会

18
・
90

2
コ
ー
ト

2
勝
1
敗

熊
野
杯

土
成
コ
ー
ト

4
・
16

藍
翠
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
4

月
）

9
・
50

優
勝
3
勝

北
島
チ
ー
ム

藍
翠
グ
ル
ー
プ

藍
住
町
コ
ー
ト

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り
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2017Ｋ
ＩＦＡ Ｗｏｒｌｄ Ｆａｍｏｕｓ Ｃｏｏｋｉｎｇ

（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

������������
������������
������������
������������
������������
������������
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������������
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������������
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������������
������������
������������

小
学
生
の
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
！

小
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ネ
ッ

ト
）
の
利
用
実
態
調
査
か
ら
次
の
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。

Ｑ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
て
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ

ネ
ッ
ト
に
の
め
り
こ
ん
で
勉
強
に

集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
睡
眠
不
足

に
な
っ
た
。

一
〇
％
（
七
一
人
）

Ａ

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し

た
こ
と
が
あ
る

六
％
（
四
四
人
）

Ａ

親
に
話
し
に
く
い
サ
イ
ト
を
見
た

こ
と
が
あ
る

一
％
（
九
人
）

Ｑ

ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
自
分
を
守
る
た

め
、
有
害
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
よ
う
に
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

知
っ
て
い
る

六
五
％

Ａ

知
ら
な
い

三
五
％

Ｑ

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ

て
い
る
と
回
答
し
た
人
は
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

利
用
し
て
い
る

五
六
％

Ａ

利
用
し
て
い
な
い

四
四
％

Ｑ

ス
マ
ホ
・
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
、
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
ど

う
し
ま
す
か
。

Ａ

家
族
に
相
談
す
る

八
七
％

Ａ

家
族
以
外（
友
達
・
先
生
・
警
察
）に

相
談
す
る

一
一
％

Ａ

相
談
し
な
い

二
％

Ｑ

青
少
年
に
不
適
切
な
サ
イ
ト
（
出
会

い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な

ど
）
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
問
題
な
ど
ネ

ッ
ト
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

説
明
を
受
け
た
り
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

Ａ

学
校
か
ら

八
八
％

Ａ

親
や
兄
弟
か
ら

二
四
％

Ａ

販
売
員
か
ら

八
％

Ａ

な
し
・
分
か
ら
な
い

九
％

【
ネ
ッ
ト
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
】

◇
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
す
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
有
害
な
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
た
め
に
、

事
前
に
ス
マ
ホ
等
に
設
定
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
本
年
二
月
か
ら
青
少
年
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
法
改
正
に
よ
り
、
十
八

歳
未
満
が
ス
マ
ホ
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
導
入
が
義
務
と
な
り

ま
し
た
。
法
改
正
以
前
に
子
ど
も
に
ス
マ

ホ
等
を
持
た
せ
て
い
る
場
合
は
、
ス
マ
ホ

等
販
売
店
に
連
絡
す
る
と
す
ぐ
に
つ
け
て

く
れ
ま
す
。

◇
親
子
で
話
し
合
い
ル
ー
ル
を
決
め
る
！

親
が
子
ど
も
に
ス
マ
ホ
等
を
与
え
て
い

る
の
だ
か
ら
親
子
で
話
し
合
っ
た
ル
ー
ル

を
守
ら
せ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

◇
「
ス
マ
ホ
等
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全

教
室
」
を
受
講
す
る
！

育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
ネ
ッ
ト
に
よ
る
犯

罪
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な
い

ネ
ッ
ト
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
活
用
し
て
下
さ
い
。

連
絡
先
☎
六
九
九
―
六
六
一
一
へ

（
参
考：

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
松
茂
・

北
島
町
内
の
小
学
校
五
・
六
年
生
七
一

一
人
を
対
象
に
平
成
二
十
九
年
十
二
月

〜
平
成
三
十
年
二
月
に
実
施
）

浄浄
水水
場場
施施
設設

見見

学学

会会

み
な
さ
ん
の
使
っ
て
い
る
水
が
、

ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
？

浄
水
場
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
？見

学
し
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
水
道
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日

時

六
月
三
日
㈰

十
時
か
ら

会

場

北
島
町
浄
水
場

北
島
町

高
房
字
勝
瑞
境
九
七
―
四

申
込
先

北
島
町
水
道
課

☎
六
九
八
―
九
八
一
〇

申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ご
住
所
と
お
名
前
、
複
数
人
の
場

合
は
代
表
者
の
お
名
前
と
人
数
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
込
期
限

五
月
三
十
一
日
ま
で

内

容
1
、
浄
水
場
施
設
の
見
学

約
1
時
間

2
、
漏
水
修
理
工
事
の
デ
モ

約
二
十
分

3
、
質
疑
応
答
と
意
見
交
換

※
施
設
見
学
さ
れ
た
方
に
は
、
抽

選
で
節
水
グ
ッ
ズ
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。（
参
加
賞
も
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。）

社会福
祉法人

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

北島町では、われものの日は、第5週の水曜日として
います。今年度のわれものの日のある月は、5月・8月・
10月・1月です。

回集できる物

●ガラス製品（蛍光灯を除く） ●陶磁器類
●使い捨てカイロ ●乾燥剤 ●保冷剤
●化粧ビン
●使い捨てライター（中身を使い切ったもの）

上記、限定となります。
ちらし等で包まずそのままの状態で、かん・ビン専用
コンテナに入れて出してください。

お問合せ 清掃センター ☎698‒4052

今
月
の
ご
み
対
策

啓
発
優
秀
ポ
ス
タ
ー

～われものの日～

北島小 柏木 一颯

4月
14．8㎏
？㎏

3月
15．1㎏
15．9㎏

0．8㎏増

2月
11．1㎏
10．6㎏

0．5㎏減

平成29年
平成30年

増減量

活動重点
《 ご み ニ ュ ー ス 》

1人あたりの燃やせるごみの排出量

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”

2018．5 町報 （１６）



徳島板野警察署広報 ☎698 ‒ 0110

～誰かの笑顔のために～
平成30年度徳島県警察職員採用試験案内

1 採用試験の実施予定

※試験を実施する職種、採用予定人員、試験内容等の詳細については、それぞれの試験案内で確認してください。
※「大学卒業程度」とは、試験で必要とする学力の目安であり、学歴を受験資格とするものではありません。
※インターネットによる申込み（電子申請）の受付期間は上記の受付期間より短くなるほか、試験日程について
は変更される場合がありますので、それぞれの試験案内で確認してください。

※警察官 Aについては、平成30年度途中から勤務可能な方を採用する場合があります。

2 試験案内・申込書の入手方法
●主な配布場所
警察職員採用試験の試験案内・申込書は、徳島県警察本部1階受付、県内の各警察署及び県庁1階県民サー
ビスセンター等で配布します。

●インターネットから
試験案内の配布開始日以降、徳島県ホームページ内の「徳島県職員採用案内」からプリントアウトできます。
※電子申請による申込みを推奨しているため、申込書については、ホームページに掲載されていません。

●郵便による請求
封筒の表に「○○請求」（例：「警察官 A（男性）請求」）と朱書し、送付先を記入した返信用封筒（角形
2号、140円切手〔1部請求の場合〕を貼ったもの）を同封の上、徳島県人事委員会事務局宛て請求してく
ださい。

3 お問合せ先
徳島県警察本部警務部警務課人事係 徳島市万代町2丁目5番地1 ☎622‒3101（代）、621‒2953（直通）

HP : http : //www.police.pref.tokushima.jp/
徳島県人事委員会事務局任用課 徳島市万代町1丁目1番地 ☎621‒3212

HP : http : //www. pref.tokushima.jp/

最終合格
発 表 日

8月下旬

8月下旬

第2次
試験日

7月下旬

7月中旬

第1次
試験日

7月8日㈰

6月24日㈰

受 付 期 間

5月11日㈮～

6月1日㈮

5月11日㈮～

5月29日㈫

試 験 案 内
申 込 書
配布開始日

5月10日㈭

5月10日㈭

受 験 資 格
（年齢は平成31年4月1日現在）

昭和63年4月2日（30歳）以降に
生まれた者で、四年制大学等を卒
業した者又は平成31年3月31日ま
でに卒業見込みの者。

次の⑴、⑵のいずれかに該当する者
⑴ 昭和57年4月2日（36歳）か
ら平成9年4月1日（22歳）ま
でに生まれた者。

⑵ 平成9年4月2日（21歳）以
降に生まれた者で、四年制大学
等を卒業した者又は平成31年3
月31日までに卒業見込みの者。

試験名

警察官 A
（男性）

警察官 A
（女性）

大 学
卒業程度
（警察事務）

2018．5 町報（１７）



������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

（3月届分）
（敬称略）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

平
成
二
十
八
年
四
月
よ
り
、
公

益
社
団
法
人
徳
島
県
理
学
療
法
士

会
（
以
下
、
本
会
）
で
は
、「
い

き
い
き
百
歳
体
操（
徳
島
版
）」（
以

下
、「
い
き
百
」）
を
活
用
し
た
住

民
主
体
の
通
い
の
場
を
各
市
町
村

と
と
も
に
普
及
・
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
徳
島
県

下
の
十
六
市
町
村
、

二
百
二
十
四
か
所

で
楽
し
く
体
操
を

し
な
が
ら
、
通
い

の
場
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
い
き
百
」
は
、
平
成
十
四
年

に
高
知
市
で
高
齢
者
が
元
気
に
な

る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開

発
さ
れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る

体
操
を
基
に
、
よ
り
効
果
的
に
安

全
に
運
動
が
で
き
る
よ
う
本
会
が

作
成
し
た
体
操
で
す
。
体
操
の
特

徴
は
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
椅
子

を
使
っ
て
行
う
と
こ
ろ
で
す
。
体

操
は
準
備
運
動
、
筋
力
づ
く
り
運

動
、
整
理
運
動
で
構
成
さ
れ
、
体

操
時
間
は
約
四
十
分
で
す
。
筋
力

が
つ
い
て
き
た
ら
、
重
さ
を
調
整

で
き
る
重
り
を
使
い
ま
す
。

北
島
町
で
は
、
毎
年
七
月
に
北

島
町
役
場
に
て
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
（
徳
島
版
）」
を
講
義
と
実

技
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
住
民
主
体
の
通
い
の

場
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
は

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
北
島
町
で
昨
年
開

催
さ
れ
た
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
て「
い
き
百
」

に
つ
い
て
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
参
加
者
の
中
に

す
で
に
毎
月
「
い
き
百
」
を
さ
れ
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
は
な
い

で
す
か
。
そ
の
方
は
南
部
第
二
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
の
田
代
様
で
、「
い
き

百
」
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
聞
く
と
、

毎
年
三
月
に
本
会
主
催
で
開
催
し
て

い
る
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
交

流
セ
ミ
ナ
ー
に
、
南
部
第
二
老
人
ク

ラ
ブ
み
ん
な
で
参
加
し
た
と
き
「
い

き
百
」
を
体
験
し
、「
す
ご
く
良
か

っ
た
の
で
是
非
毎
月
の
集
ま
り
の
時

に
行
い
た
い
」
と
始
め
ら
れ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
そ
の
他
に
北
部
第
一
老

人
ク
ラ
ブ
も
自
主
的
に
通
い
の
場
を

開
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
市
町
村

で
「
い
き
百
」
を
使
用
し
た
住
民
主

体
の
通
い
の
場
の
啓
発
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
行
政
の
支
援
を
受
け

て
始
め
ら
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。
今
回
の
こ
と
は
、
住
民
の
み

な
さ
ま
の
力
を
再
認
識
す
る
出
来
事

で
し
た
。

後
日
、
南
部
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
に

お
招
き
い
た
だ
き
、「
い
き
百
」
に

つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
運
動
は

お
薬
と
一
緒
で
、
正
し
い
方
法
や
回

数
を
自
分
に
あ
わ
せ
て
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
に

ど
う
い
っ
た
効
果
が
あ
る
の
か
を
お

話
し
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の

体
力
を
簡
単
に
測
定
す

る
方
法
を
お
教
え
し
、

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
大
変
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
原
稿
を
書

く
に
あ
た
り
、
会
長
の

田
代
様
に
お
電
話
し
た

の
で
す
が
、「
今
で
は
月
一
回
で
あ

っ
た
通
い
の
場
が
月
三
回
に
増
え
て

い
ま
す
。
会
場
の
鍵
の
開
け
閉
め
な

ど
、
大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

み
ん
な
が
以
前
よ
り
も
っ
と
楽
し
く

体
操
を
し
て
い
る
の
で
嬉
し
い
で

す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

北
島
町
は
、
徳
島
県
で
も
数
少
な

い
若
い
人
の
多
い
町
で
す
。
で
す
が
、

私
の
住
ん
で
い
る
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

で
は
ご
近
所
の
方
が
高
齢
と
な
り
、

お
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
引
っ
越
さ
れ

て
い
る
家
も
多
く
あ
り
、
空
き
家
が

目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
大
好
き
な
北

島
町
が
い
つ
ま
で
も
住
み
良
い
町
に

少
し
で
も
な
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
（
徳
島
版
）
に

つ
い
て
の
お
問
合
せ

（
公
社
）
徳
島
県
理
学
療
法
士
会

近
藤

慶
承
（
よ
し
つ
ぐ
）

☎
・
�：

六
〇
二
―
八
五
二
九

随筆

（576）

「
住
民
主
体
の
通
い
の
場
」

新
喜
来

よ
し
つ
ぐ

近
藤

慶
承

長

岡

秋

光

優

子

み
つ

き

二
男

晄

希

中

村

田

岡

圭

介

瞳

こ
う

二
男

興

鯛

浜

西

浦

康

之

加

奈

お
う
し
ろ
う

長
男

旺
志
郎

北

村

山

田

賀

生

真

美

と
う

じ

二
男

道

士

江

尻

森

公

誠

悠

ひ
ろ

と

二
男

大

翔

中

村

井

奥

崇

史

瑠

梨

こ

お

長
男

煌

央

中

村

長

田

将

心

ま
さ

か
ど

長
男

大

門

鯛

浜

林

宏

樹

知

江

そ
う
じ
ろ
う

二
男

宗
次
郎

江

尻

後
藤
田

高

美

香

あ
ん

な

長
女

杏

奈

北

村

秦

雄
一
郎

潤

子

お
う

す
け

長
男

桜

介

鯛

浜

藤

岡

政

明

稚

菜

さ

や

二
女

桜

彩

江

尻

羽

場

勝

利

裕

子

け
ん

と

長
男

健

人

江

尻

村

上

晋

亮

弥

生

ま

い

こ

長
女

舞
衣
子

太
郎
八
須

���
谷

大

輔

北

村

大

西

香

穂

徳
島
市

���
河

野

大

輔

吉
野
川
市

井

上

咲

北

村

���
小
笠
原

高

志

中

村

多

積

ゆ
か
り

徳
島
市

���
香

口

智

宏

静
岡
県

髙

柳

知

佳

高

房

尾

川

藤

子
（
83
歳
）
江

尻

増

田

滿

子
（
94
歳
）
中

村

馬

場

利

男
（
91
歳
）
北

村

宮

本

万

代
（
90
歳
）
中

村

お 知 ら せ

「毎月20日はあいさつ運動の日です」
5月のあいさつ運動は5月18日㈮に行います。
5月の風のように、さわやかなあいさつを

交わそう。

北島町青少年健全育成町民会議

2018．5 町報 （１８）



▽

法
制
定
の
背
景

一

部
落
差
別
の
増
大
と
悪
質
化

「
全
国
部
落
調
査
・
部
落
地
名

総
鑑
の
原
典

復

刻
版
」
を
出
版
す

る
と
い
う
情
報
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
横
浜
地
裁
が
出

版
禁
止
の
仮
処
分

決
定
）

し
か
し
、
同
和

地
区
の
所
在
地
を

地
図
化
す
る
な
ど

の
悪
質
な
差
別
事

件
が
跡
を
絶
っ
て

い
な
い
。

二

世
界
の
人
権
運

動
に
類
を
見
な
い

反
差
別
人
権
運
動

の
底
力

世
界
の
人
権
運
動
に
類
を
見
な

い
人
権
政
策
の
確
立
を
求
め
る
市

民
の
粘
り
強
い
取
組
が
あ
る
。

三

国
際
人
権
運
動
と
連
動
し
た
差

別
解
消
の
社
会
動
向

日
本
政
府
に
対
す
る
国
連
人
権

関
係
委
員
会
か
ら
の
再
三
に
わ
た

る
勧
告
・
所
見
が
あ
る
。（
国
際

的
な
人
権
水
準
を
ほ
と
ん
ど
満
た

し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。）

し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
誘
致
す
る
に
あ
た

り
、
人
権
へ
の
取
組
は
必
須
の
課
題

と
な
っ
た
。

二
〇
一
六
年
四
月
に
障
害
者
差
別

解
消
法
、
六
月
に
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
、
十
二
月
に
部
落
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
た
。
三
つ
の
差
別

を
な
く
す
と
い
う
目
的
の
法
律
が
相

次
い
で
で
き
た
の
は
決
し
て
偶
然
で

は
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

▽

部
落
差
別
解
消
法
の
目
的

こ
れ
ま
で
の
同
和
問
題
に
対
す
る

法
律
は
、
被
差
別
部
落
へ
の
福
祉
事

業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
今

回
の
法
律
は
一
般
市
民
に
向
け
ら
れ
、

啓
発
や
差
別
解
消
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
理
念
法
で
は
あ
る
が
、

法
律
の
効
果
は
大
き
い
。

部
落
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

北
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
指
導
員

福

田

邦

孝

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

部落差別の解消の推進に関する法律

平成28年12月16日公布・施行

（目 的）
第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って

部落差別に関する状況の変化が生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的
人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されないも
のであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、
部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を
明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差
別の解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。

（基本理念）
第二条 部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するか

けがえのない個人として尊重されるものであるとの理念にのっとり、部落差別
を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努めることにより
部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければならない。

（国及び地方公共団体の責務）
第三条 国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ずるとと

もに、地方公共団体が講ずる部落差別の解消に関する施策を推進するために必
要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。
2 地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国
との適切な役割分担を踏まえて、国及び他の地方公共団体との連携を図りつつ、
その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。

（相談体制の充実）
第四条 国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るものとする。

2 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応
じ、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るよう努める
ものとする。

（教育及び啓発）
第五条 国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。

2 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応
じ部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うよう努めるものとする。

（部落差別の実態に係る調査）
第六条 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体の協力

を得て、部落差別の実態に係る調査を行うものとする。
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一
般
質
問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、

中
勝
議
員
、
武
山
光
憲
議
員
、
伊
勢

政
二
議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

中

勝
議
員

（
質
問
一
）
成

人
式成

人
式
に
お

い
て
、
恩
師
紹

介
の
時
は
い
つ

も
盛
り
上
が
る
。
最
初
か
ら
壇
上
に

並
ん
で
い
た
だ
き
、
ひ
と
言
ず
つ
お

祝
い
の
言
葉
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

今
年
は
、
八
名
の
先
生
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
記
念
撮
影
に
も
入
っ
て

い
た
だ
い
た
が
、
檀
上
へ
と
な
る
と
、

先
生
が
負
担
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

と
の
懸
念
も
あ
り
、
他
の
来
賓
の

方
々
と
同
じ
席
で
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、
他
の
自

治
体
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
成
人
式

の
内
容
の
検
討
を
行
う
。

（
質
問
二
）
保
育
所
立
ち
入
り
調
査

①
自
治
体
に
よ
る
立
ち
入
り
調
査

を
受
け
た
保
育
施
設
が
六
五
％
と
の

報
道
が
あ
る
。
本
町
の
現
状
は
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

児
童
福
祉
法
の
認
可
制
度
に
基
づ

く
指
導
監
査
は
、
県
の
所
掌
と
な
っ

て
お
り
、
年
一
回
の
立
ち
入
り
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の
保
育

園
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
施
設
で
行

わ
れ
て
い
る
。

（
質
問
二
）
②

調
査
で
見
つ
か
る
問
題
点
は
、
防

災
面
・
園
児
の
健
康
・
職
員
の
配
置

等
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
ど

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

規
定
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
な
ど

が
主
な
指
摘
事
項
と
な
っ
て
お
り
、

指
摘
を
受
け
た
事
項
は
、
速
や
か
に

改
善
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
子
ど
も
の
遊
び
場

子
ど
も
が
外
で
遊
ぶ
機
会
が
減
っ

て
い
る
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
簡
単
に
遊
べ
る
場
所
が
な

い
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。
体
力
検
査

で
、
投
げ
る
力
が
低
い
と
言
わ
れ
る

遠
因
と
も
考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
対

処
を
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

各
小
学
校
で
、
休
み
時
間
に
は
外

遊
び
を
指
導
し
て
い
る
。
放
課
後
に

は
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
児
童
に
開

放
し
、
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
外

遊
び
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
保
護
者

や
地
域
の
方
に
も
更
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
校
と
も
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
四
）
日
本
遺
産
申
請

本
町
に
お
い
て
も
、
日
本
遺
産
へ

共
同
で
申
請
す
る
と
さ
れ
て
い
る

「
橋
本
家
住
宅
」
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
見
学
可
能
に
す
る
の

か
。
ま
た
そ
の
費
用
や
、
時
期
は
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

橋
本
家
住
宅
は
、
内
部
が
住
居
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

非
公
開
で
、
屋
敷
周
り
の
石
垣
や
長

屋
門
の
景
観
を
見
る
の
み
と
な
る
。

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
共
に

申
請
を
行
っ
て
い
る
九
市
町
共
同
で

観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
見

学
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
時

期
や
予
算
等
は
、
認
定
後
に
他
市
町

と
の
協
議
に
て
決
定
す
る
。

（
質
問
五
）
待
機
児
童
問
題

企
業
内
保
育
所
の
促
進
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
待
機
児
童
問
題
も
解
消

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
町
内
企
業

へ
の
働
き
か
け
は
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
粟
田
民
生
児
童
課
長

「
企
業
主
導
型
保
育
事
業
」
は
国

が
助
成
す
る
制
度
で
、
本
町
で
は
昨

年
秋
に
一
箇
所
、
四
月
に
も
新
た
に

一
箇
所
開
設
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
よ
り
多
く
の
企
業
に
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
質
問
六
）
児
童
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入

滋
賀
県
草
津
市
で
は
、
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
企
業
へ
委
託
し
て
配
置

を
行
い
、
教
材
の
作
成
や
教
職
員
の

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
。
支
援

員
の
配
置
は
考
え
て
い
る
か
。

三
学
級
に
三
十
五
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
を
い
つ
頃
ま
で
に
行
う
の
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

平
成
三
十
二
年
度
の
全
面
実
施
を

目
指
し
、
来
年
度
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整

備
に
つ
い
て
、
北
島
北
小
学
校
に
七

十
台
、
北
島
小
学
校
に
百
台
、
北
島

南
小
学
校
に
八
十
台
、
北
島
中
学
校

に
百
台
の
予
定
で
予
算
計
上
し
て
い

る
。
支
援
員
等
に
研
修
・
指
導
を
委

託
し
、
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

武
山
光
憲
議
員

（
質
問
一
）
転

入
・
定
住
に
向

け
た
冊
子
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動

今
年
度
中
に
、

本
町
玄
関
入
口
に
、
婚
姻
届
・
出
生

届
時
に
記
念
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
る
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
を
導
入
予
定
で

あ
る
。
そ
こ
へ
棚
を
設
け
、
転
入
・

定
住
に
繋
が
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
冊
子
を

作
成
し
、
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
迅
速
に
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

現
在
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
切

り
口
か
ら
本
町
の
魅
力
を
発
見
・
発

信
す
る
冊
子
の
制
作
を
企
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
の
情
報
誌
制
作
会

社
が
、
県
、
各
市
町
村
、
企
業
と
連

携
し
て
発
行
し
た
冊
子
も
あ
る
た
め
、

こ
れ
ら
も
活
用
し
た
い
。

（
質
問
二
）
三
歳
児
健
診
で
の
弱
視

見
逃
し

家
庭
に
お
い
て
、
専
用
キ
ッ
ト
を

用
い
て
行
う
第
一
次
検
査
が
あ
り
、

そ
こ
で
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

第
二
次
検
査
の
実
施
は
、
眼
科
医
で

は
な
い
医
師
・
保
健
師
が
行
う
自
治

体
が
多
く
、
弱
視
を
見
逃
し
て
い
る

例
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本

町
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
藤
田
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
三
十
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
五
日
に
開
会
さ
れ
、
三
月
十
六
日

に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
立
保
育
所
防
音
機
能
復
旧
及
び
一
般
改

修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
に
つ
い
て
」
な
ど
三
十
一
議
案
、
議
員
提
出

議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

中小企業の福利厚生を応援します！
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三
歳
児
健
診
の
受
診
前
に
、
問
診

票
と
家
庭
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
一

次
検
査
キ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
を
問
診
票
に
記
入
し
、
健

診
時
に
持
参
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

も
と
に
視
覚
検
査
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

に
よ
る
二
次
検
査
を
実
施
し
、
精
密

検
査
が
必
要
な
場
合
は
、
早
期
治
療

で
き
る
よ
う
医
療
に
繋
げ
て
い
る
。

（
質
問
三
）
色
弱
対
策

本
町
で
の
公
文
書
、
刊
行
物
、
施

設
の
案
内
板
等
の
作
成
に
あ
た
り
、

「
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
の
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
総
合
的
に

検
証
を
行
い
、
人
に
優
し
い
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
関
し
て
、
今
年
度
に
二
回
の
研
修

を
行
い
、
今
年
度
作
成
の
洪
水
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
を
し
た
内
容
と

し
て
い
る
。
今
後
も
、
東
京
都
な
ど

で
作
成
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
参
考
に
、
庁
舎
案
内
や
各
種
申
請

書
等
の
作
成
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
問
四
）
体
罰
防
止
へ
の
取
り
組

み
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
体
罰
等
）

の
防
止
に
取
り
組
む
手
段
と
し
て
、

怒
り
や
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

適
切
な
叱
り
方
を
考
え
る
た
め
、
教

職
員
の
研
修
に
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

ご
質
問
の
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
教

職
員
研
修
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

（
質
問
五
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
推
進
さ

れ
る
中
、
読
解
力
・
反
復
練
習
の
充

実
国
立
情
報
学
研
究
所
が
基
礎
的
読

解
力
の
調
査
を
し
た
結
果
、
多
く
の

中
高
生
の
読
解
力
に
問
題
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
読
解
力
の

底
上
げ
の
た
め
に
、
常
日
頃
の
読
書

や
授
業
に
お
け
る
反
復
練
習
が
重
要

と
考
え
る
。
本
町
の
小
学
校
に
お
い

て
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

三
小
学
校
共
に
国
語
の
授
業
を
中

心
に
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

を
重
視
し
、
長
文
問
題
を
扱
っ
た
り
、

図
書
や
新
聞
を
教
材
と
し
た
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
北
小
学
校
で
は
、

読
み
書
き
の
言
語
の
基
礎
的
な
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
、
北
島
小
学
校

で
は
、
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
を
組

み
合
わ
せ
た
授
業
の
充
実
、
南
小
学

校
で
は
、
全
児
童
が
「
徳
島
新
聞
感

想
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
反
復
的
な
学
習
に
つ
い
て
は
、

ド
リ
ル
タ
イ
ム
又
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

タ
イ
ム
と
し
て
、
日
課
の
中
に
組
み

込
み
、
漢
字
や
計
算
問
題
、
音
読
・

朗
読
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
質
問
六
）
読
書
の
推
進
の
必
要
性

広
島
県
廿
日
市
市
教
育
委
員
会
は
、

「
廿
日
市
市
お
す
す
め
本
二
百
一

冊
」
を
冊
子
に
ま
と
め
、
図
書
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
等
に
置
い
て
お
り
、

子
ど
も
が
選
ん
だ
本
等
を
保
護
者
と

家
庭
で
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
。
本
町
も
、
家
庭
で
の
読
書

活
動
の
参
考
に
な
る
「
お
す
す
め
の

本
」
に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
の
推

薦
す
る
本
も
加
え
、
北
島
町
版
の
も

の
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

現
在
、「
と
く
し
ま
の
子
ど
も
の

た
め
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
百
プ
ラ

ス
！
」
の
Ｈ
Ｐ
掲
載
や
、
図
書
館
だ

よ
り
に
「
お
す
す
め
本
」
を
紹
介
し

配
布
を
行
う
こ
と
で
、
家
庭
へ
の
読

書
推
進
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
北
島

町
学
校
版
「
お
す
す
め
の
本
」
の
作

成
に
つ
い
て
、
学
校
司
書
や
町
立
図

書
館
な
ど
関
係
機
関
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

伊
勢
政
二
議
員

（
質
問
一
）
お

く
や
み
相
談
窓

口
設
置

①
家
族
が
亡
く

な
っ
た
と
き
な

ど
は
、
年
金
や
保
険
、
そ
の
他
相
続

に
関
す
る
案
件
な
ど
の
手
続
き
が
分

か
ら
ず
に
、
困
る
人
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
や
、
役
所
以

外
の
手
続
き
の
相
談
も
受
け
る
「
町

民
の
お
手
伝
い
を
す
る
窓
口
」
を
設

置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

関
係
課
と
住
民
目
線
に
立
っ
た
創

意
工
夫
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

（
答
弁
）
朝
野
住
民
課
長

住
民
課
で
は
、
死
亡
届
を
受
理
し

た
際
に
役
場
内
で
の
主
な
手
続
き
に

つ
い
て
の
一
覧
表
を
お
渡
し
し
、
ご

案
内
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
手
続

き
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
関
係

各
所
に
連
絡
を
取
り
、
各
種
手
続
き

を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ご
案

内
を
し
て
い
る
。
よ
り
よ
い
窓
口

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
今
後
と
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
一
）
②

昨
年
の
六
月
議
会
で
「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
配
布
」
に
つ
い
て
質
問

し
た
が
、
検
討
で
き
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
井
住
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長

板
野
郡
医
師
会
が
作
成
し
て
い
る

事
前
指
定
書
の
普
及
と
併
せ
て
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
検
討
を
す
る

旨
の
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現

在
内
容
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

る
。
普
及
・
啓
発
に
努
め
、
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、
必
要
な
方
に

は
広
く
配
布
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

（
質
問
二
）
高
齢
者
ゴ
ミ
出
し
の
対

応①
環
境
省
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
地
方
自
治
体
の
「
ゴ
ミ
出
し
支
援

制
度
」
の
普
及
に
乗
り
出
す
よ
う
だ
。

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
と
し
て
の
効

果
も
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
自

宅
前
に
出
し
て
お
け
ば
収
集
す
る
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

②
ま
ず
実
態
調
査
を
し
、
事
例
集
を

ま
と
め
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
い
。

（
答
弁
）
中
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

本
町
で
は
制
度
は
設
け
て
い
な
い

が
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
の

世
帯
な
ど
日
常
の
ご
み
出
し
が
困
難

な
世
帯
に
つ
い
て
は
、
面
談
を
行
い

ご
み
出
し
が
困
難
と
判
断
し
た
世
帯

に
つ
い
て
、
戸
別
収
集
に
て
対
応
し

て
い
る
。
今
後
、
環
境
省
が
ま
と
め

る
事
例
集
を
参
考
に
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
導
入
で
き
る
か
検
討
す
る
。

（
質
問
三
）
電
子
母
子
手
帳
導
入

社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
う
団
体

が
開
発
し
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
た
「
電
子
母
子
手
帳
」
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
電
子
手
帳
サ
ー
ビ
ス
で
、
町
が
行

う
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
情
報
を
利
用

者
に
届
け
る
ほ
か
、
家
庭
で
の
子
ど

も
の
成
長
記
録
を
共
有
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
っ
て
い
る
。
無
料
で
利
用

で
き
る
の
で
、
早
急
に
取
り
組
む
こ

と
を
提
案
し
た
い
。

（
答
弁
）
藤
田
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長電

子
母
子
手
帳
導
入
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
実

施
方
法
・
費
用
等
を
勉
強
し
た
い
と
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考
え
て
い
る
。
ま
た
、
県
で
は
来
年

度
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
電
子

母
子
手
帳
共
同
利
用
事
業
の
実
証
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
動
向

を
注
視
し
、
今
後
の
電
子
母
子
手
帳

の
導
入
を
検
討
し
、
住
民
の
方
々
へ

の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る

向
上
に
努
め
る
。

（
質
問
四
）
災
害
時
の
非
常
電
源
点

検①
非
常
電
源
（
自
家
発
設
備
）
に
つ

い
て
、
多
く
の
設
備
が
国
の
点
検
基

準
で
義
務
付
け
ら
れ
た
負
荷
運
転
を

実
施
し
て
い
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
の

問
題
提
起
が
あ
る
。
法
令
を
十
分
理

解
し
、
法
令
順
守
を
提
案
し
た
い
。

②
現
状
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

庁
舎
に
は
非
常
発
電
設
備
が
二
台

あ
り
、
年
度
毎
に
保
守
点
検
に
つ
い

て
委
託
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
機

能
点
検
と
総
合
点
検
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
。
負
荷
運
転
に
つ
い
て
は
、

三
月
中
旬
頃
に
行
う
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ド
ー
ム
及
び
図
書
館
に
は
、
非
常
用

電
源
施
設
が
一
台
ず
つ
あ
り
、
保
守

点
検
は
毎
年
委
託
契
約
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
。
負
荷
運
転
は
、
年
に
一

回
行
っ
て
い
る
。

（
答
弁
）
樫
原
水
道
課
長

浄
水
場
の
非
常
用
発
電
施
設
は
、

保
守
点
検
の
委
託
契
約
を
締
結
し
、

運
転
を
含
め
た
点
検
を
毎
月
実
施
し

て
い
る
。

（
質
問
五
）
教
員
の
勤
務
時
間
把
握

文
科
省
が
昨
年
一
週
間
当
た
り
の

教
員
の
平
均
勤
務
時
間
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
中
学
校
で
六
割
、
小
学
校
で

三
割
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
越
え
た
と

い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。「
勤
務

時
間
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
」
を
導

入
し
て
教
員
の
勤
務
時
間
を
正
確
に

把
握
し
、「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
、

超
過
勤
務
の
削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
提
案
し
た
い
。
管
理
職
も
含
め
た
、

全
て
の
教
職
員
の
勤
務
時
間
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
答
弁
）
天
羽
教
育
長

一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
が
、
主
体

的
に
勤
務
内
容
そ
の
も
の
や
勤
務
の

在
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
姿
勢
を
持

た
な
け
れ
ば
、
働
き
方
改
革
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う

な
姿
勢
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
管
理

職
に
よ
る
勤
務
時
間
の
把
握
や
適
正

化
に
向
け
て
の
働
き
か
け
と
あ
わ
せ

て
、
教
員
自
ら
日
々
の
勤
務
時
間
が

い
か
ほ
ど
で
あ
る
の
か
を
見
え
る
形

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
学
校

教
育
現
場
と
も
相
談
し
、
対
応
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）
ぐ

る
ぐ
る
バ
ス

①
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
の
結

果
を
公
表
さ
れ
た
い
。
ど
ん
な
問
題

が
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
は
二
月
末
ま
で
の
締

切
り
と
し
て
お
り
、
現
在
集
計
を
行

っ
て
い
る
。
記
述
の
ほ
と
ん
ど
が
徳

バ
ス
に
関
す
る
内
容
で
、
運
行
回
数

が
少
な
い
、
朝
夕
に
便
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い
等
と
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）

②
バ
ス
の
外
観
に
つ
い
て
、
ぐ
る
ぐ

る
バ
ス
と
一
目
で
わ
か
る
装
飾
に
改

善
し
て
頂
き
た
い
。

③
お
年
寄
り
に
親
し
み
の
持
て
る
よ

う
な
、
明
る
い
雰
囲
気
の
外
装
に
し

て
欲
し
い
。

（
答
弁
）
中
谷
保
険
福
祉
課
長

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
も
、
わ
か

り
や
す
く
親
し
み
や
す
く
す
る
こ
と

は
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
関
係
機
関

と
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

（
質
問
二
）
国
際
交
流
事
業

①
中
学
生
の
派
遣
に
同
行
す
る
職
員

は
、
英
語
の
教
師
や
小
学
校
の
英
語

を
担
当
す
る
先
生
に
し
て
は
ど
う
か
。

②
今
年
か
ら
小
学
校
で
も
英
語
授
業

が
始
ま
る
の
で
、
外
国
で
の
授
業
参

加
や
交
流
の
経
験
が
役
立
つ
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

研
修
中
は
通
常
の
授
業
が
あ
り
、

特
に
小
学
校
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど

の
授
業
を
担
任
が
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
教
員
が
同
行
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
学
校
の
状
況
や
教
員
の
希
望

等
を
考
慮
し
、
協
議
し
な
が
ら
同
行

者
の
選
任
を
行
い
た
い
。

（
質
問
二
）
③

依
然
と
し
て
、
相
互
交
流
が
実
現

し
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

姉
妹
校
で
あ
る
ア
ー
ル
マ
リ
オ
ッ

ト
校
で
は
、
近
年
学
生
の
増
加
に
よ

り
、
留
学
生
や
派
遣
生
の
受
入
れ
は

難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
サ
レ
ー

市
教
育
委
員
会
は
、
学
生
の
海
外
派

遣
の
際
の
滞
在
は
ホ
テ
ル
（
宿
泊
施

設
）
と
決
め
て
お
り
、
学
生
及
び
同

行
者
の
旅
費
等
費
用
負
担
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
は
非
常
に
厳

し
く
、
相
互
交
流
の
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。

（
質
問
三
）
学
校
ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
化

①
す
べ
て
の
ト
イ
レ
を
洋
式
の
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
ト
イ
レ
に
改
善
し
て
は

ど
う
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

各
学
校
施
設
の
洋
式
化
率
は
七
割

を
超
え
て
お
り
、
小
中
学
校
に
設
置

の
洋
式
ト
イ
レ
数
一
四
十
台
の
う
ち

四
十
二
台
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
を
設

置
し
て
い
る
。
学
校
の
意
見
も
確
認

し
つ
つ
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化
の
推

進
を
検
討
す
る
。

（
質
問
三
）
②

南
小
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
乾
式
に

な
っ
て
い
な
い
。
改
善
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

小
学
校
三
校
す
べ
て
で
、
ト
イ
レ

の
乾
式
化
を
実
施
し
て
い
る
。

（
質
問
四
）
職
員
の
評
価
制
度

①
評
価
制
度
の
一
環
と
し
て
、
職
員

に
よ
る
提
案
制
度
も
行
わ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
採
用
さ
れ
る
よ
う
な
提

案
は
あ
っ
た
の
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

正
面
玄
関
及
び
庁
舎
北
側
入
り
口

へ
の
行
事
案
内
掲
示
板
の
設
置
や
一

階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
待
ち
時
間
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
職
員
か
ら
不
要

に
な
っ
た
児
童
図
書
等
を
持
ち
寄
り
、

来
庁
者
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
案
等

を
採
用
し
て
い
る
。

（
質
問
四
）
②

県
か
ら
天
下
っ
て
き
て
い
る
嘱
託

職
員
に
つ
い
て
も
、
評
価
制
度
を
適

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
の
人
事
評

価
に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
等
を
見

な
が
ら
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

（
質
問
五
）
商
業
施
設
の
事
業
開
発

に
つ
い
て

①
中
村
地
区
の
商
業
施
設
を
中
核
と

す
る
開
発
事
業
は
、
か
な
り
延
び
て

い
る
。
現
在
の
状
況
は
。

（
答
弁
）
藤
高
建
設
課
長

開
発
を
進
め
る
事
業
者
か
ら
は
、

来
年
夏
頃
を
開
店
予
定
と
し
、
事
業

計
画
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
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町
と
し
て
は
、
開
発
計
画
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
地
区
施
設
で
あ

る
町
道
六
号
線
・
二
六
号
線
の
拡
幅

工
事
を
進
め
て
い
く
。

（
質
問
五
）
②

開
発
許
可
に
は
期
限
は
な
い
の
か
。

（
答
弁
）
藤
高
建
設
課
長

開
店
予
定
し
て
い
る
事
業
者
か
ら

県
へ
申
請
を
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

期
限
は
な
い
。

（
質
問
六
）
高
房
地
区
の
最
終
処
分

場
の
公
園
化
や
国
交
省
の
進
め
て
い

る
墓
地
移
転
問
題

①
県
の
担
当
者
が
変
わ
る
た
び
に
方

針
が
変
わ
り
、
事
業
が
進
ん
で
い
な

い
。
埋
設
ご
み
の
撤
去
を
進
め
、
公

園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
開
発
が

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）
大
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

最
終
処
分
場
施
設
内
に
埋
設
さ
れ

た
ご
み
を
掘
り
返
す
こ
と
に
な
る
と
、

現
在
安
定
し
て
い
る
水
質
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
周
辺
へ
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
ご
み
自
体

を
受
入
れ
処
分
し
て
も
ら
え
る
と
こ

ろ
も
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
質
問
六
）
②

県
か
ら
天
下
っ
て
き
て
い
る
嘱
託

職
員
を
県
へ
派
遣
し
、
交
渉
に
当
た

ら
せ
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）
水
野
総
務
課
長

土
木
の
専
門
職
と
し
て
雇
用
し
て

い
る
嘱
託
職
員
は
、
鳴
門
市
と
の
浄

水
場
共
同
化
事
業
に
係
る
協
議
や
職

員
へ
の
研
修
指
導
等
に
携
わ
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
成
果
を
み

て
お
り
、
平
成
三
十
年
度
は
本
業
務

へ
の
嘱
託
職
員
は
雇
用
し
な
い
予
定

で
あ
る
。

（
質
問
六
）
③

国
交
省
の
進
め
て
い
る
墓
地
移
転

な
ど
の
事
業
は
、
現
在
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

（
答
弁
）
藤
高
建
設
課
長

現
在
、
墓
地
と
堤
防
の
位
置
関
係

を
確
認
す
る
た
め
、
堤
防
の
概
略
設

計
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

墓
地
移
転
に
つ
い
て
は
、
用
地
交
渉

に
先
立
ち
境
界
未
確
定
等
で
公
図
の

修
正
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

本
町
に
お
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

（
質
問
七
）
北
公
園
体
育
館
の
亀
裂

問
題

①
建
設
当
時
か
ら
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
の
欠
陥
や
外
壁
の
亀
裂
問
題
で
、

非
破
壊
検
査
（
株
）
に
よ
る
検
査
で

の
指
摘
で
、
欠
陥
改
修
工
事
が
行
わ

れ
、
十
年
の
瑕
疵
担
保
が
か
け
ら
れ

た
。
築
八
年
目
く
ら
い
に
総
点
検
を

し
て
、
不
備
が
あ
れ
ば
施
工
業
者
に

改
修
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

総
合
体
育
館
は
受
け
取
り
前
に
欠

陥
箇
所
が
発
覚
し
、
非
破
壊
検
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
の
改
修
工
事
に
よ

り
指
摘
箇
所
に
つ
い
て
不
適
格
な
と

こ
ろ
が
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
担

当
課
が
受
理
し
た
と
理
解
し
て
い
る
。

（
質
問
七
）
②

外
観
の
目
視
で
も
か
な
り
の
亀
裂

が
認
識
で
き
る
。
瑕
疵
担
保
契
約
が

終
わ
っ
て
い
る
と
い
え
ど
も
、
建
設

業
者
に
責
任
を
追
及
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

外
観
の
亀
裂
に
つ
い
て
は
、
欠
陥

部
分
は
改
修
さ
れ
た
も
の
と
し
て
受

け
取
っ
て
お
り
、
す
で
に
瑕
疵
担
保

期
間
も
経
過
し
て
い
る
た
め
、
構
造

的
な
問
題
で
な
い
限
り
は
責
任
の
追

及
は
難
し
い
と
考
え
る
。

（
質
問
七
）

③
柱
に
も
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
。
東

南
海
地
震
な
ど
で
倒
壊
す
る
危
険
性

が
あ
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。

④
非
破
壊
検
査
の
結
果
、
百
二
箇
所

ひ
び
割
れ
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち

耐
震
壁
の
ひ
び
割
れ
が
、
二
十
二
箇

所
記
録
さ
れ
て
い
る
。
耐
震
検
査
を

実
施
し
、
耐
震
補
強
を
す
べ
き
と
考

え
る
。

⑤
北
公
園
体
育
館
は
住
民
の
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
。
倒
壊
す
れ
ば
、
避

難
計
画
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
の

で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

総
合
体
育
館
は
、
新
耐
震
基
準
に

基
づ
く
建
物
で
あ
る
た
め
、
耐
震
診

断
は
実
施
し
て
い
な
い
。
外
壁
の
ひ

び
割
れ
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
補
修

と
防
水
工
事
の
施
工
に
よ
る
改
修
を

行
っ
て
い
る
。
災
害
時
の
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
工
事

に
つ
い
て
、
今
後
策
定
す
る
長
寿
命

化
計
画
の
中
で
十
分
検
討
を
行
う
。

（
質
問
八
）
ク
ラ
ブ
活
動
の
外
部

コ
ー
チ
問
題

①
こ
の
問
題
は
、
早
く
か
ら
取
り
上

げ
て
き
た
が
、
今
や
っ
と
文
科
省
が

重
い
腰
を
上
げ
て
い
る
。
教
育
長
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
草
津
市
教
育
委
員
会
は
、
外
部

コ
ー
チ
の
募
集
要
項
を
作
り
、
募
集

を
始
め
て
い
る
。
本
町
も
方
針
を
打

ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

部
活
動
は
高
度
な
技
術
指
導
も
必

要
で
あ
り
、
関
係
者
か
ら
の
情
報
提

供
を
い
た
だ
き
、
学
校
長
の
判
断
の

も
と
、
外
部
コ
ー
チ
を
お
願
い
し
て

い
る
。
大
き
な
市
で
あ
れ
ば
、
ご
提

案
の
募
集
を
行
う
こ
と
も
有
効
な
方

法
と
考
え
る
が
、
本
町
は
中
学
校
一

校
で
あ
り
、
技
術
的
指
導
が
必
要
な

部
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
対
応
し

て
い
く
の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
八
）
③

現
在
の
外
部
コ
ー
チ
の
報
酬
は
、

月
額
八
千
円
（
税
引
き
後
の
手
取
り

は
六
千
数
百
円
）
で
あ
ま
り
に
も
少

額
で
あ
る
。
対
外
試
合
に
な
る
と
一

日
拘
束
さ
れ
る
。
時
給
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

（
答
弁
）
尼
寺
教
育
委
員
会
局
長

今
後
、
国
が
策
定
し
て
い
る
部
活

動
指
導
員
と
の
整
合
性
も
考
慮
し
、

金
額
を
見
直
す
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
。

（
質
問
八
）
④

ク
ラ
ブ
活
動
を
縮
小
す
る
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
教
育

の
一
環
で
あ
り
、
子
ど
も
の
個
性
を

伸
ば
す
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
教
育

長
の
見
解
は
。

（
答
弁
）
天
羽
教
育
長

部
活
動
は
教
育
課
程
の
対
象
と
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
生
徒
の
自
主
性

や
社
会
性
を
育
て
、
個
性
を
伸
ば
す

上
で
教
育
的
意
義
が
高
い
と
考
え
る
。

生
徒
同
士
や
教
員
と
生
徒
等
の
人
間

関
係
の
構
築
を
図
っ
た
り
、
生
徒
自

身
が
活
動
を
通
し
て
自
己
肯
定
感
を

高
め
た
り
す
る
な
ど
、
部
活
動
の
役

割
は
大
変
大
き
な
も
の
と
考
え
る
。

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
本
会
議
当

日
、
先
着
順
に
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
第
二
回
定
例
会
は
六
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
決
定
次
第
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

☎
六
九
八
―
九
八
一
一

【
議
会
傍
聴
のお

知
ら
せ
】
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創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
28

「
ふ
た
り
の
桃
源
郷
」上
映
会

日
時
▼
五
月
十
九
日
㈯

二
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
生
・
一
般
一
、

〇
〇
〇
円（
当
日
一
、
三
〇
〇
円
）、

小
中
高
七
〇
〇
円
（
当
日
の
み
）、

シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以
上
）
一
、
〇

〇
〇
円
（
当
日
の
み
）

作
品
▼「
ふ
た
り
の
桃
源
郷
」（
二
〇

一
六
、日
本
、九
十
七
分
）ナ
レ
ー

シ
ョ
ン＝

吉
岡
秀
隆

監
督＝

佐
々

木
聰

製
作
著
作＝

山
口
放
送

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会

■
心
は
山
に
あ
り
ま
し
た
。
最
後
ま

で
山
で
／
最
後
ま
で
ふ
た
り
で
／
あ

る
夫
婦
と
支
え
る
家
族
、
二
十
五
年

を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
■
夫
婦
と
は
、
家
族
と
は
？

生

き
る
こ
と
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
■

山
口
県
の
ロ
ー
カ
ル
放
送
局
・
山
口

放
送
が
、
あ
る
夫
婦
と
彼
ら
を
支
え

る
家
族
の
姿
を
足
掛
け
二
十
五
年
間

に
わ
た
り
追
い
か
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
■
誰
も
が
自
分
や
家
族
に
重

ね
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
感
涙
必
至

の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。二
〇
一
六
年『
キ

ネ
マ
旬
報
』
文
化
映
画
ベ
ス
ト
ワ
ン

作
品
！
■
多
数
、
ご
参
集
下
さ
い
。

海
野
十
三
忌
2
0
1
8

湯
浅
篤
志
講
演
会

日
時
▼
五
月
二
十
日
㈰

十
四
時
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

講
師
▼
湯
浅
篤
志
（『
新
青
年
』
研

究
会
会
員
）

入
場
料
▼
無
料

演
題
▼「
海
野
十
三
と『
シ
ュ
ピ
オ
』

を
め
ぐ
る
作
家
た
ち
〜
小
栗
虫
太

郎
、
木
々
高
太
郎
、
そ
し
て
森
下

雨
村
」

主
催
▼
海
野
十
三
の
会
（
小
西
☎
〇

八
〇
・
六
三
八
六
・
二
九
四
六
）

■
徳
島
県
が
生
ん
だ
日
本
Ｓ
Ｆ
の

父
・
海
野
十
三
の
業
績
を
顕
彰
す
る

文
学
講
演
会
。
今
年
は
、
海
野
が
友

人
の
探
偵
作
家
・
木
々
高
太
郎
、
小

栗
虫
太
郎
と
心
血
注
い
だ
伝
説
の
探

偵
雑
誌
『
シ
ュ
ピ
オ
』（
一
九
三
七
―

一
九
三
八
）
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
。
■
多
数
、
ご
参
集
下
さ
い

坂
田
明
グ
ル
ー
プ（
梵
人
譚
）

ラ
イ
ヴ
・
イ
ン
北
島

日
時
▼
六
月
十
五
日
㈮

十
九
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
生
・
一
般
三
、

〇
〇
〇
円
、小
中
高
二
、〇
〇
〇
円

（
当
日
各
五
〇
〇
円
増
）

出
演
▼
坂
田
明
グ
ル
ー
プ（
梵
人
譚
）

（
坂
田
明

【
サ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
】、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
デ

ィ
・
ド
メ
ニ
コ
【
ピ
ア
ノ
】、
山

本
達
久
【
ド
ラ
ム
ス
】、
ジ
ム
・

オ
ル
ー
ク

【
ベ
ー
ス
】

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会

■
日
本
を
代
表
す
る
天
才
的
サ
ッ
ク

ス
奏
者
・
坂
田
明
が
超
一
流
の
メ
ン

バ
ー
を
率
い
て
、
二
年
ぶ
り
、
六
度

目
の
北
島
町
公
演
を
敢
行
。
■
今
回

も
東
北
鎮
魂
の
壮
絶
な
名
曲
「
ハ
タ

ハ
タ
」
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
連
帯

す
る
「
ひ
ま
わ
り
」
を
演
奏
し
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
日
本
点
字
委
員
会
『
手
で
読
む
心

で
さ
わ
る
や
さ
し
い
点
字
1
』
国
土

社●
中
山
兼
芳
『
ま
ん
が
小
学
生
の
英

語
は
じ
め
て
レ
ッ
ス
ン
』世
界
文
化
社

●
富
安
陽
子
『
幽
霊
屋
敷
貸
し
ま

す
』
新
日
本
出
版
社

●
み
ゆ
き
り
か
『
ば
す
く
ん
の
と
も

だ
ち
』
小
学
館

●
シ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
レ
ン
ト
ー
『
お

は
な
み
く
ま
ち
ゃ
ん
』
岩
崎
書
店

《
一

般

書
》

●
山
中
伸
弥
『
人
間
の
未
来
Ａ
Ｉ
の

未
来
』
講
談
社

●
ス
ガ
『
も
っ
と
ラ
ク
す
る
半
調

理
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

●
佐
川
光
晴
『
お
い
し
い
育
児
』
世

界
思
想
社

●
植
松
三
十
里
『
か
ち
が
ら
す
』
小

学
館

●
長
岡
弘
樹
『
に
ら
み
』
光
文
社

●
真
梨
幸
子
『
ご
用
命
と
あ
ら
ば
、

ゆ
り
か
ご
か
ら
お
墓
ま
で
』
幻
冬
舎

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

たた
ばば
ここ
はは
町町
内内
でで

買買
いい
まま
しし
ょょ
うう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
《6月》

4日㈪
11日㈪
18日㈪～28日㈭

■6月18日から28
日は蔵書点検の
ため図書館は休
館です。

《5月》
1日（火・振）
3日（木・祝）
4日（金・祝）
7日㈪
14日㈪
17日（第3木・館内

整理日）
21日㈪
28日㈪

☎
六
九
八
―
一
一
〇
〇

2018．5 町報（２７）



鯛浜 米谷 昇「桜咲く三ツ合公園」町報フォトグラフィ
撮影
データ

カメラ キャノン EOS60D デジタル
レンズ シグマ18－250㎜
絞り値 F5．6
シャッター速度1／320秒
ISO感度 200

暖かい日差しに誘われて花見に来ていた家族のようですが、子
供は遊びに夢中でした。

も
と

き

み

な

こ

元
木
美
菜
子

配
属
先

保
険
福
祉
課

北
島
町
の
職

員
と
し
て
、
町

民
の
方
々
の
た

め
に
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
お
つ
か

め
ぐ
み

大
塚

萌

配
属
先

住
民
課

北
島
町
の
職

員
と
し
て
町
の

発
展
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ふ
く

た

ゆ

か

福
田

侑
加

配
属
先

民
生
児
童
課

北
島
町
の
職

員
と
し
て
精
一

杯
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

く

め

あ
や

こ

久
米

絢
子

配
属
先

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

北
島
町
民
の

皆
様
の
た
め
に
、

保
健
師
と
し
て

精
一
杯
頑
張
り

ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

た
け

だ

ま

ほ

武
田

真
帆

配
属
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

北
島
町
職
員

と
し
て
、
自
覚

と
責
任
を
持
ち
、

町
民
の
皆
様
が

健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町町
役役
場場
のの新新

人人
職職
員員

町報発行／北島町公報委員会 ☎698‒9801（総務課内） 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2018．5 第859号 （２８）
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